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大
昔
の
人
々
は
、
朝
日
が
昇
る

と
起
き
て
活
動
し
、
日
が
沈
む
と

眠
り
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

子
孫
で
あ
る
私
た
ち
人
間
の
身
体

は
、
今
も
そ
の
リ
ズ
ム
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
代
社
会
で
は
こ

の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
で
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、　

時
間
営
業
の
お
店
が

２４

普
及
し
、
昼
と
夜
の
区
別
な
く
活

動
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
食
事
に
も
、
何
万
年
も
か
け
て

で
き
た
、
人
間
に
と
っ
て
大
切
な

リ
ズ
ム
と
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
朝
・
昼
・
晩
の
リ
ズ
ム
・

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
す
。

　
誰
も
が
、
健
康
で
楽
し
い
毎
日

を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

は
、
リ
ズ
ム
の
整
っ
た
生
活
（
食

事
・
運
動
・
休
養
）
を
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
食

事
を
と
っ
て
い
ま
す
か
？

　
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し

て
い
る
成
長
期
の
小
学
生
の
５
人

に
１
人
、
中
学
生
の
４
人
に
１
人

が
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い
こ

と
が
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。

（
表
１
）

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
理
由
を

調
査
す
る
と
、「
食
欲
が
な
い
」「
時

間
が
な
い
」「
太
り
た
く
な
い
」
の

３
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
体
の
不

調
が
で
た
り
（
疲
れ
る
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
な
ど
）、
学
力
に
も
影
響

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

（
表
２
・
表
３
）

―
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

―
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
――

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
ののののののののののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切

の
大
切
ささささささささささささささささささささささ

朝
食
は
食
べ
て
い
ま
す
か

　
そ
こ
で
、
体
に
と
っ
て
朝
ご
は

ん
が
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
に
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
１
日
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
》

　
前
の
日
の
夕
ご
は
ん
を
食
べ
た

あ
と
か
ら
、
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
朝
→
昼
、
昼

→
夜
よ
り
間
隔
が
あ
い
て
い
る
こ

表　１

熊本県教育委員会「食に関する実態調査」（Ｈ１７）］

毎日ごはんを食べますか

表　２

熊本県教育委員会「食に関する実態調査」（Ｈ１７）］

体の不調はありませんか
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健康な毎日を過ごすために

　
朝
食
の
欠
食
の
増
加
の
み
な
ら

ず
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や

不
規
則
な
食
事
の
増
加
な
ど
か
ら

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群：
内
臓
に
脂

肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き
起
こ
さ

食
育
っ
て
な
に
？

れ
や
す
く
な
っ
た
状
態
）
や
糖
尿

病
有
病
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
、
平

成
　
年
に
食
育
基
本
法
を
制
定
。

１７
　
こ
の
法
律
で
は
、
健
全
な
食
生

活
の
た
め
に
家
や
学
校
、
地
域
な

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
た
ち
が
行
う

方
向
性
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
食
育
と
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

と
も
あ
り
、
朝
食
は
貴
重
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
寝
て
い
る
間
に
下
が
っ

た
体
温
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

こ
と
で
活
動
す
る
の
に
適
し
た
体

温
に
上
が
り
ま
す
。

《
勉
強
や
仕
事
に
集
中
で
き
ま
す
》

　
脳
の
栄
養
は
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。

　
朝
ご
は
ん
で
ブ
ド
ウ
糖
（
米
や

パ
ン
な
ど
）
を
摂
取
す
る
と
勉
強

や
仕
事
へ
の
集
中
力
が
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
い
ま
す

　
人
は
昼
に
活
動
し
て
、
夜
は
休

む
と
い
う
体
内
の
リ
ズ
ム
が
あ
り

ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と

は
昼
間
の
活
動
的
な
リ
ズ
ム
へ
の

切
り
替
え
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

　
他
に
も
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
人
間
に
と
っ
て
朝
食
は

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
で
、
私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
た

く
さ
ん
の
食
べ
物
や
情
報
の
中
か

ら
、
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ん

で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
『
生
き

る
力
』
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
の
と
き
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
で
「
お
い
し
く
！
楽
し

く
！
」
食
べ
る
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
、
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市管理栄養士が

お届けする 朝食の簡単レシピ

みんなで食べる食事はうめぇ鎧

時間がない人は

①食パンにキャベツの千切り（前の晩に切っておく）

を円にしておいて、その中に卵を入れる。

②マヨネーズをかけてトースターで約５分焼く。

③好みでしょうゆやソース、こしょうなどをかけて

食べる。

※野菜はサラダ玉ねぎなどに変えてもGOOD外

材料（４人分）食パン…4枚、キャベツ…２枚、卵…４個、
マヨネーズ…大さじ１、つけあわせ…（キュウリ、トマトなど）

目玉トースト

太りたくない人は

しゃきしゃきミルク汁

①野菜を千切りにする。（前の晩に準備しておけば簡単外）

②鍋にだし汁を入れて火にかけ、にんじん、もやし、

キャベツの順に入れる。

③みそを溶き入れ、仕上げに牛乳を入れてサヤイン

ゲンを入れる。

※カロリーが気になる場合は、牛乳を低脂肪乳に外

材料（４人分）もやし…１/３袋、キャベツ…２、３枚、にんじん、サ
ヤインゲン…少々、だし汁…４００穐、みそ…大さじ２杯、牛乳…200穐

食欲がない人は

①梅干は種を取り、刻む。

　しらす干しは湯通しして水気を軽く切る。

②大根をおろして、①の材料を混ぜ合わせる。

③ご飯にくずした豆腐、②を乗せて、ゴマを散らす。

※好みでワサビを添えたり、めんつゆをかけても美味しい鎧

材料（４人分）ご飯…４杯、豆腐…１丁、大根…５唖分、し
らす干し・梅干・大葉・ゴマ…少々

やっこかけご飯

熊本県教育委員会「食に関する実態調査」（Ｈ１７）］

学力には影響してないの？

表　３
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私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
「
食
」。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
妊
婦
さ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
栄
養
相
談
や
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
う
と
で
も
、

平
成
　
年
か
ら
市
管
理
栄
養
士
が

１２

「
食
べ
る
こ
と
そ
し
て
？
」
を
連

載
中
。
ま
た
、
学
校
や
保
育
所
、

幼
稚
園
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
や
生
活

市
民
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ａ
、
漁
協
な

ど
と
連
携
し
、
食
育
に
関
す
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

市
の
取
り
組
み

２
カ
月
児
健
康
相
談
（
す
く
す
く

学
級
）
で
は
、
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
地
元
の
食
材
（
Ｊ
Ａ
や
漁
協

が
協
力
）
を
使
用
し
た
昼
食
を
提

供
し
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
普
及
を
図
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
し
て
い

る
の
が「
食
生
活
改
善
推
進
員（
愛

称
・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）」。

　
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
は
、
自
分
や
家

族
の
健
康
と
食
生
活
、
ま
た
、
地

域
に
住
む
色
々
な
年
代
の
人
た
ち

の
健
康
と
食
生
活
を
考
え
、
地
域

ぐ
る
み
の
食
生
活
に
関
す
る
実
践

普
及
な
ど
の
役
割
を
も
っ
て
お
り
、

全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
土
市
で
も
平
成
７
年
に
「
市

食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
（
益
田

絹
子
会
長
：
会
員

　
人
」
が
設
立
さ

４０れ
、
毎
年
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
地

域
で
の
料
理
教
室

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
毎
月
、

食
や
健
康
に
つ
い

て
の
学
習
会
を
行

い
、
知
識
の
向
上

も
積
極
的
に
図
っ

　
近
年
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に

よ
り
、　

歳
～
　
歳
代
の
女
性
に

２０

３０

低
体
重
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
反
面
、　

歳
～
　
歳
代
の
男
性

３０

６０

の
約
３
割
が
肥
満
。
肥
満
は
、
糖

尿
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣

病
に
か
か
る
危
険
性
も
高
く
、
こ

れ
ら
の
状
態
は
食
生
活
の
乱
れ
が

原
因
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
考
え
よ
う
食
生
活

て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
食

に
関
す
る
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

３
月
　
日
に
健
康
づ
く
り
功
労
団

２６

体
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
益
田
会
長
は
「
会
員
の
今
ま
で

の
地
道
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

食
を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
年
代
に
よ
る
 嗜
好
 と
し

し
こ
う

て
、
若
い
世
代
は
、
外
食
や
加
工

食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
過
剰
摂
取
に
よ
り
、
栄

養
素
の
バ
ラ
ン
ス
に
偏
り
が
生
じ

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
食
品
を
食
べ
過
ぎ
る
と
糖

質
や
脂
質
が
過
剰
に
な
り
や
す
く
、

内
臓
脂
肪
が
つ
き
や
す
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
高
齢
者
は
、
あ
っ
さ
り

と
し
た
淡
白
な
も
の
を
好
む
た
め

に
、
炭
水
化
物
が
中
心
と
な
り
、

た
ん
ぱ
く
質
の
不
足
し
た
食
事
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
好
き
な
も
の
、
食

べ
や
す
い
も
の
を
食
べ
る
の
で
は

な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
送
る
こ
と
が
健
康
な
体
を
作
る

う
え
で
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
食
事
の
望
ま
し
い
組

み
合
わ
せ
と
お
お
よ
そ
の
量
を
イ

ラ
ス
ト
で
示
し
た
「
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
」
が
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。（
表
４
）

　
毎
日
の
食
事
が
体
を
作
っ
て
い

ま
す
。
笑
顔
で
健
康
な
生
活
を
過

ご
す
た
め
、
食
生
活
を
も
う
一
度

見
直
し
、
き
ち
ん
と
し
た
食
事
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

食
に
関
す
る
問
い
合
せ
先
　
市
保

健
セ
ン
タ
ー
　
緯
鰻
６
５
０
０

ヘルスメイトによる料理教室

薄味、バランスを考えた食を伝えている
食生活改善推進員協議会の皆さん

　市内小中学校、幼稚園に給食を届けて

いる給食センター。毎月、栄養士が旬の

素材や地産の素材を利用し、子どもたち

が食べやすいものなども考慮し、メニューを作っています。

　同センターでは、２８人の調理員が４,３００食を調理。毎週、児

童・生徒らが給食の感想を伝える「ふれあいノート」で同センター

職員らと交流を図っています。

　ふれあいノートには「今日の献立の五目スープは美味しかった」

「ボリュームもあり、中学生にはありがたいです」「白玉団子汁は

喉にひっかけないようによく噛んで食べようねと指導しました」

など給食の感想が書かれています。

　同センターの栄養士らは「食べ物を粗末にせず、周りの方に感

謝しながら、食べてほしい。食は健康の

土台になるものなので、今後も栄養のバ

ランスを良く考えて調理していきますが、

家庭で３食をきちんと摂ることが基本に

なりますので、保護者も食を大事にして

ほしいです」と話していました。

給食センター

子どもたちが笑顔で
食べる姿を想像しながら
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健康な毎日を過ごすために

表　４

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド

問い合せ先　市商工観光課　観光物産係　緯鰻１１１１（内線２３２６・２３２８）

汽汽汽汽汽汽汽 汽汽地元の食材でおもてなし

宇土の創作料理を選宇土の創作料理を選出出
入選した創作料理

▲「ナス、トマトの明太春巻き」
熊井芳子さん（松原町）

▲

「ケーキ押し寿司」　
　瀬戸口ユキさん（熊本市）

▲「トマトフライ」
　椎野奈知美さん（熊本市）

▲

「オニオンピカタ宇土フレッシュ」
　猪野エミ子さん（熊本市）

　３月２８日、宇土マリーナ物産館において市観

光物産協会（米谷正勝会長）が募集した創作料

理の試食・選考会が行われました。

　これは、ホクレア号（P２０に詳細を掲載）が

宇土市に寄航することを記念して募集したもの

で、宇土市で主に栽培されている農産物や有明

海で獲れる海産物を使用して調理することが条

件。市内外から９品の応募があり、味、彩り、

アイデア等を審査し、４点の入選を選出しまし

た。選出した料理は、ホクレア号の歓迎レセプ

ションで振舞れます。

　なお、料理のレシピを市ホームページに掲載

していますので、皆さんも宇土市の特産物を使

用した創作料理にチャレンジしてみてください。
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※秘密は必ず守ります。

※民生委員児童委員は職務を遂行する上で、個人の人格を尊重し、その身上

に関する秘密を守ります。相談内容や秘密が他に漏れることはありません。

　５月１２日（土）～５月１８日（金）

【緑川地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

馬之瀬・大曲２２－１３３１吉村紀代子

城塚・辺田２２－３２８５中山　征二

伊津野・鶴見塚・恵里２２－１７８５松下　哲夫

上新開・下新開・潟２３－０３５３今村　　司

【網津地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

割井川・馬門・平原２５－０５５４野口　澄雄

長部田・浜通・住吉・あんこ２５－０４０１富永セイ子

笠岩・堤・三丁・小部田２５－０１３８山本　文市

猪白・小舟・馬立・清辻２５－００７０甲斐　宏隆

駅前・東中村・西中村２４－３２２０西村　誠喜

旭・梅咲・直築２５－０８５０甲斐きみ子

本網津・新川東・新川西・潟２５－００６５中島　義春

【網田地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

小池・長浜東・長浜中・笠瓜２７－００３６田中　宏子

長浜西の１・西の２・浦小松２７－０００３田代　咏子

新地・塩屋・田平２７－０６０８宮迫　亮平

引の花・宮の前・東・清水２７－０００５益田　信明

堂園・上床・寺登・中登・下戸田２７－０４２６藪内　幸子

戸口北・戸口東・戸口本２７－０３２３村田　哲男

辺田目東・西・西原・西原団地２７－０１０６佐美三正人

平岩・赤瀬本村・赤瀬松山２７－１６０７森　　正義

古屋敷・古場田・米の口２７－０６２２丸山　重則

戸口出・戸口横２７－０６６７堀　　曻次

【主任児童委員】

担当地区電話番号氏　名在宅地

宇土市内全域

２２－００２９古山　弘行宇　土

２２－０６２１石井　政宏宇　土

２３－１２６７村田　祐子花　園

２３－２７７８松野真由美花　園

２５－００６９本多　聡子網　津

２７－００３１長尾　　忠網　田

【走潟地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

東走・北走・平木２２－６５７１福成寺託真

南走上・南走下２２－３０３３芥川　雄二

西走上・西走下・三ヶ２３－２６４３田代　幸士

問い合せ先　市福祉課福祉係　緯鰻１１１１（内線２８１４）

平成１９年は民生委員制度創設９０周年です

　社会奉仕の精神をもって、社会福祉の増進に努めます。

　次の３点に心がけて活動をしています。

①自主性　常に住民の立場に立ち、地域のボランティア

としての自発的・主体的な活動を行います。

②奉仕性　誠意をもち地域住民との連帯感をもって、謙

虚に、無報酬で活動を行うとともに、関係行政機関の

業務に協力します。

③地域性　一定の地域社会（担当区域）を基盤として、

適切な活動を行います。

「広げよう　地域に根ざした思いやり」

小
さ
な
声
だ
か
ら
大
切
に

民生委員・児童委員と民生委員・児童委員とははキャッチフレーキャッチフレーズズ
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民生委員・児童委員の日　活動強化週間　

市民生委員・児童委員の皆さんで市民生委員・児童委員の皆さんですす
（敬称略）

取 り 組 み の 趣 旨

【宇土地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

本町一・本町二・本町三２３－５５６８三村　立身

浦田・北段原２２－１４８１江口　秋男

本町六・石小路・築籠二区２２－１８９４鈴木甫實子

三拾町２２－４２７０福島　益人

中野２２－１８９０紫垣　陸夫

門内・南段原・老人ホーム・照古苑２２－４１７１前田　ツギ

新町二・新町三・新町四・船場・宇土一番館２２－１４５２山本　恵教

本町四・本町五・新小路２２－２５３８西村　純子

定府・新町一２２－６９２７芹口由紀子

江部・綾織・旭団地２２－１５９０河野　秀子

栄町・新町団地２２－３２２６野村　敏子

松原団地・新松原・水町２２－４０９２桑原ヨシ子

城之浦一区・駅前団地２３－３０３７古川　清澄

入地ニュータウン・入地団地２２－３６６５地下　和家

大坪団地・袋内団地・城之浦二区２２－０１７９髙濱　咲子

一里木・一里木西・入地２２－１１４６田尻　弘子

古城２２－４２６５河口　壽勝

御領橋２３－２７８４本郷シズ子

松原町・ケアプラザ２３－２７５８陳内　海子

高柳２２－６２１４谷口　桂子

築籠一区２２－１８８４前田ミツヱ

【花園地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

三日・佐野２３－０８９４合志　芳子

立岡・古保里・百合ヶ丘２２－４０７６稲臣眞知子

古保里２２－０８１４白石　　洋

曽畑２３－１４６８甲斐　敏信

上松山２３－１３５５内籐　君江

境目団地一区・二区・三区・四区２３－０６５８吉田　薫子

境目・善道寺２３－０７１８中嶋　和世

下松山２２－１３８７中山　　保

上松山・柳迫２２－４１６１岩本　俊子

上古閑・花園台２２－４３３４山下　八郎

布古閑・布古閑団地・岩熊２２－３６１２橋本　典子

松山団地・上松山２２－２６０６永木　秀人

上松山・五色坂２３－０５０７芝田ヒロ子

【轟地区】

担　当　地　区電話番号氏　名

城・伊無田・栗崎・打越・神馬団地２２－３９３７岩﨑　國浩

馬場・石橋２３－２４７９西村　敬司

椿原・飯塚・宮庄２３－１８７１上野メグミ

神山・神原・三蔵・扇谷２３－２４５７木村マサエ

　平成１９年に制度創設９０周年を迎える民生委員・児童委員

は地域福祉の推進役として、住民の立場に立ち、住民と共に

安全で安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいくことが

求められています。

　民生委員・児童委員はどのような存在で、どのような活動

をするのか、地域社会の人々に正しく理解していただくため

に、また、活動の基盤となる住民や関係機関・団体との信頼関係を築き、連携を強固

なものとしていくために「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」を実施します。

　この「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」に、より多くの方々に民生委員・

児童委員とその活動を知ってもらうためのＰＲ活動を展開します。
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離婚時の厚生年金の分割制度が始まります

平成１９年３月末（昭和４７年４月２日生まれ以降の方）から実施します。

対象者　基礎年金番号を有する被保険者又は被保険者であった方で、３５歳の方。３５歳に達す
る月の前月下旬に社会保険業務センターから送付されます。ただし、以下の方は除

きます。

　　　　１社会保険庁で記録管理していない共済組合員の方

　　　　２ＩＤパスワード認証方式による年金個人情報の提供事業の対象となっている方

　　　　３対象者抽出月において　①基礎年金番号を有しない方②死亡している方③住所記録が未登録であ

る方④外国に居住している方等

　平成１９年４月１日以後に成立した離婚から、社会保険事務所に請求することにより、婚姻期間中の厚生年

金の保険料納付記録を離婚当事者間で分割出来るようになります。

　なお、この請求は離婚から２年以内に行わなければなりませんのでご注意ください。

　請求や詳細に関することは、最寄りの社会保険事務所まで問い合せください。社会保険庁ホームぺージ

　（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉａ．ｇｏｊｐ）でもご案内しています。

　学生であっても加入しなければなりません。大学や短大、専修学校等に在学していて、本人の前年度所得

が基準以下であれば、在学中の保険料が猶予され、保険料を後から納めることができる「学生納付特例制度」

があります。納付できない時は、必ず申請しましょう。学生納付特例制度は、住所地の市町村役場で、毎年

度手続きが必要です。その際には「学生証」の写しまたは「在学証明書」が必要となります。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳ににににににににににににににににににににににににににににににににに到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到到達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ににににににににににににににににににににににににににににににににに年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ををををををををををををををををををををををををををををををををを個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ににににににににににににににににににににににににににににににににに送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付しししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままま３５歳に到達する前月に年金加入記録通知を個人に送付しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

特例期間は４月から翌年３月までです。毎年申請が必要です。

４月～

　夫婦間で分割の割合を決めるために、あらかじめ必要な情報を把握しておきたい場合は、社会保険事務所

に情報の提供を請求することができます。その際には請求者の年金手帳と婚姻期間が確認できる戸籍謄本（抄

本）が必要になります。情報提供の内容はつぎのとおりです。

　①分割対象期間　②分割対象期間の離婚当事者それぞれの保険料納付記録　③分割割合の範囲

情報提供を行っていま情報提供を行っていますす

国民年金保険料の納付が困難なときは 学生納付特例制度をご利用ください

２０歳以上の学生で、本人の所得が１４１万円以下（学生の方に扶養親族があれば基準額が変わります）の方。

対象となる対象となる人人

大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業年限が１年以上である課程）

等に在学する学生。夜間・定時制課程や通信制課程の学生も含まれます。

対象となる学生対象となる学生はは

①年金手帳

②学生証または平成１９年４月以降に交付された在学証明書

③認印

申請のときに持参していただくも申請のときに持参していただくものの

　申請された年度の４月分から翌年３月分までの保険料の納付が猶予されます。

　ただし、既に納付済の分や、中途退学の場合は退学した月の翌月以降の分を除き老齢・障害・遺族の各基

礎年金を受給するための資格期間には参入されますが老齢基礎年金の年金額には反映されませんので、１０年

以内に保険料を納めることができる「追納制度」をご利用ください。（３年度目以降は、当時の保険料額に加

算額がつきます。）

承認される承認されるとと

年金に関する問い合せ先　熊本東社会保険事務所　緯０９６（３６７）２５００

　　　　　　　　　　　　市民課年金係　緯鰻１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ
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ＶＯＬ．１３

問い合せ先

市文化振興課

市史編纂室

緯姥０１５６　宇土市は、多くの先人の努力によって発展し、築かれてきました。

　この宇土の歴史を明らかにし、貴重な歴史資料を市民共有の財産

として大切に記録保存しているのが『新宇土市史』です。
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の
様
子
が
次
の
よ
う
に
（
資
料

１
）
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
概
要
は
、「
焼
物
師
た
ち
が
高
価

　
こ
の
よ
う
に
今
は
廃
窯
と
な
っ

た
網
田
焼
で
す
が
、
御
用
窯
時
代

に
焼
か
れ
た
作
品
は
、
そ
の
期
間

が
短
か
っ
た
だ
け
に
数
も
少
な
く
、

「
幻
の
網
田
焼
」
と
し
て
現
在
で

は
大
変
な
貴
重
品
で
す
。
繊
細
で

透
明
感
の
あ
る
白
磁
や
染
付
の
置

物
、
 硯
屏
 、 
香
合
 な
ど
趣
味
性
の

け
ん
び
ょ
う
 
こ
う
ご
う

高
い
芸
術
的
な
作
品
が
多
く
、
愛

好
家
の
 垂
涎
 の
的
と
な
っ
て
い
ま

す
い
ぜ
ん

す
。

　
網
田
焼
の
作
品
は
、
宇
土
市
内

で
は
上
網
田
町
の
網
田
焼
の
里
資

料
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
網
田
焼
の
窯
跡
は
熊
本

県
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
お
り
、

な
献
上
品
を
焼
く
仕
事
を
あ
て
に

し
て
、
日
常
売
る
た
め
の
製
品
づ

く
り
を
怠
け
が
ち
に
な
っ
て
お
り
、

昼
夜
酒
を
飲
み
、
夜
仕
事
等
は
一

向
に
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態

で
は
こ
の
先
繁
盛
の
見
込
み
も
な

い
の
で
、
当
分
は
法
令
を
厳
重
に

し
、
昼
夜
仕
事
を
与
え
て
励
ま
せ

た
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
結
局
こ
の
年
、
藩
の

保
護
が
打
ち
切
ら
れ
て
献
上
品
の

注
文
は
な
く
な
り
、
焼
物
師
た
ち

は
次
第
に
日
用
雑
器
を
大
量
生
産

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

網
田
焼
は
こ
の
後
衰
退
の
一
途
を

た
ど
り
、
昭
和
７
年
を
最
後
に
、

と
う
と
う
窯
の
火
は
消
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

網
田
焼
の
里
資
料
館

開
館
日
　
土
曜
・
日
曜
お
よ
び
祝

日
（
た
だ
し
、
年
末
年
始
は
除
く
）

★
新
刊
図
書
販
売
の
ご
案
内
★

『
宇
土
市
の
美
術
工
芸
』
　

　
１
冊
８
０
０
円

　
中
世
・
近
世
に
造
ら
れ
た
由
緒

あ
る
仏
像
か
ら
、
各
地
区
で
古
く

か
ら
祈
り
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

仏
・
神
像
や
美
術
工
芸
品
ま
で
多

数
収
録
し
て
い
ま
す
。

　
市
史
編
纂
室
で
は
、
現
在
ま
で

に
資
料
編
四
巻
、
通
史
編
一
巻
の

合
計
五
巻
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
せ
は
随
時
、
受
付

け
ま
す
。
緯
姥
０
１
５
６
、
胃
越

１
０
０
５
、メ
ー
ルbu

nka
0
2@c
i
t

y
.
u
t
o
.
k
u
m
a
m
o
t
o
.
j
p

の
い
ず
れ

か
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

資料１

一
　
皿
山
零
落
之
次
第
見
聞
仕
候
処
、
焼
物
師
共
職
業
不
心

懸
ニ
而
　
御
献
上
御
用
、
且
御
注
文
御
用
焼
被
仰
付
候
得
者
、

高
価
之
代
銭
被
渡
下
儀
ニ
付
、
何
れ
茂
御
用
仕
事
を
当
テ
ニ

仕
、
平
日
売
用
者
怠
り
勝
ニ
有
之
、
難
渋
之
中
よ
り
昼
夜
両

度
完
者
酒
を
呑
、
夜
仕
事
等
者
一
向
ニ
不
仕
、
右
之
通
之
不

心
得
ニ
而
者
往
々
繁
盛
之
見
込
無
御
座
候
間
、
当
分
立
行
迄

之
内
者
厳
重
之
法
令
を
立
置
、
昼
夜
見
繕
、
職
業
致
セ
、
衣

喰
之
過
美
を
制
、
人
別
仕
事
出
来
高
を
茂
及
見
聞
可
申
候
間
、

此
段
者
御
届
仕
置
候
、

「
町
在
」
永
青
文
庫
蔵
（『
新
宇
土
市
史
』
資
料
編
第
３
巻
６
０
２
頁
掲
載
）
よ
り

網田焼筆立

網田焼九曜紋鉢
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　「地域づくりの拠点」として、活動している市内７地区の公民館。今号では、市民の皆さまにとって、より身近な公

民館になるように、さまざまな取り組みを行っている７地区の公民館の紹介を行います。（敬称略）

わたしたちの公民館 ふれあい 学び つなぐ

域 く の 点地 づ り 拠

緑 川 公 民 館

住　　所　野鶴町２９４-１

電話番号　緯姥２８２４

鍵管理人　澤田末子

主な事業　

・子ども週末活動等支援事業

・成人講座

・生涯学習

　講座

公民館長
岩本　邦雄

宇 土 公 民 館

住　　所　新小路町９６

（中央公民館内）

電話番号　緯鰻０３２５　胃鰻０９６６

鍵管理人　業者管理

主な事業　

・子ども週末活動等支援事業

・成人講座

公民館長
鏡　純子

花 園 公 民 館

住　　所　古保里町９７７

電話番号　緯姥２８２５

鍵管理人　岡崎房義

主な事業　

・子ども週末活動等支援事業

・成人講座

・生涯学習講座

公民館長
朝長　弘

轟 公 民 館

住　　所　石橋町１０―２

電話番号　緯姥２８７８

鍵管理人　柳迫和子

主な事業　

・子ども週末活動等支援事業

・成人講座公民館長
木下博信

走 潟 公 民 館

住　　所　走潟町８２２

電話番号　緯姥２８７７

鍵管理人　湯野房子

主な事業

・子ども週末活動等支援事業

・成人講座

・生涯学習講座

公民館長
田代恵美子

網 津 公 民 館

住　　所　住吉町２３―１

電話番号　緯厩３２１１（網津支所）

鍵管理人　白井眞由美

主な事業　

・子ども週末活動等支援事業

・成人講座

・生涯学習講座

公民館長
松本紀子

網 田 公 民 館

住　　所　下網田町５６６

電話番号　緯閏０４９１

　　　　　緯閏１１１１（網田支所）

鍵管理人　木下至

主な事業　

・子ども週末活動等支援事業

・通学合宿

　　　・成人講座

　　　・生涯学習講座

公民館長
宮本敏満

　各地区の公民館は常駐ではありません。

　地区公民館不在の場合の問い合せは宇土

市中央公民館緯鰻０３２５へ連絡ください。

青空教室のからいも掘り
轟公民館裏農園にて

竹細工教室の皆さん

岩本館長と「緑川教室」の囲碁、
将棋に参加した子どもたち
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シ�
12リ�ー�ズ�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�

同和問題�「子どもの人権」

　
発
達
段
階
に
あ
る
子
ど
も
た
ち

は
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
い
じ
め
を

し
た
り
、
さ
れ
た
り
す
る
立
場
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
じ
め
は

人
の
心
を
大
き
く
傷
つ
け
、
時
と

し
て
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
「
相
手
を
思
い
や
る

心
」
や
「
自
分
が
さ
れ
て
イ
ヤ
な

こ
と
は
人
に
も
し
な
い
」
と
い
う

こ
と
に
気
付
け
ば
、
い
じ
め
が
い

け
な
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　（
入
学
・
進
級
の
こ
の
季
節
、
家

庭
で
も
ぜ
ひ
話
題
に
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。）

　
ま
た
、
最
近
で
は
親
の
子
ど
も

に
対
す
る
暴
力
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

児
童
虐
待
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
な
ぜ
、

無
視
し
た
り
、

い
や
が
る
こ
と
を
し
て

い
じ
め
る
ん
だ
ろ
う
？

◎
「
は
な
し
を
し
て
ね
　
こ
ま
っ

た
と
き
や
　
か
な
し
い
と
き

は
」

　
網
田
小
学
校
　
１
年（
当
時
）　

　
り
ゅ
う
　
た
い
せ
い

◎
「
走
潟
　
差
別
を
な
く
そ
う
　

が
ん
ば
る
ぞ
」

　
走
潟
小
学
校
　
６
年（
当
時
）　

　
斉
藤
　
和
樹

担
当　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
緯
鰻
６
５
１
０

平
成　

年
度

１８

宇
土
市
人
権
標
語
入
賞
作
品
か
ら

・
市
内
に
あ
る
学
校
、
地
域
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
、
各
行
政
区
、
事

業
所
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
利
用
希
望
の
方
は
、
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
備
え
付
け
の
指

導
者
派
遣
申
請
書
に
希
望
日
時
、

場
所
、
指
導
内
容
、
人
数
等
を
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
利
用
は
原
則
と
し
て
無
料
で
す
が
、

人
材
バ
ン
ク
事
業
っ
て
何
？

宇
土
市
人
材
活
用
事
業
（
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
利
用
者
・
指
導
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
み
は
ど
う
す
る
の
？

　
３
月
２
日
、
網
田
竹
細
工
教
室

の
皆
さ
ん
が
、
住
吉
中
学
校
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
指

導
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
教
室
の
皆
さ
ん
は
趣
味
と
し

て
楽
し
ん
で
い
る
竹
細
工
の
技
術

を
生
徒
ら
に
指
導
し
ま
し
た
。

　
同
教
室
の
会
員
は
７
人
。
全
員
、

人
材
活
用
事
業
の
指
導
者
に
登
録

し
て
お
り
、
学
校
な
ど
か
ら
人
材

活
用
事
業
の
申
請
が
あ
る
と
積
極

的
に
出
前
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
自
分
の
楽
し
み
と

し
て
始
め
た
こ

と
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ

と
で
、
生
き
が

い
づ
く
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

住
吉
中
で
竹
細
工
を
指
導

会
場
使
用
料
、
材
料
費
等
が
必
要

な
場
合
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
）

・
指
導
者
登
録
に
つ
い
て
も
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
　
緯
鰻
６
５
１
０

家
庭
内
で
の
子
ど
も
へ
の
虐
待
は

子
ど
も
の
心
身
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
人
権

は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
る
も

の
で
す
。
大
人
や
子
ど
も
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
の
立
場
を

尊
重
す
る
意
識
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

　
熊
本
県
同
和
対
策
課
（
Ｈ
　
）
啓

14

発
資
料
よ
り

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
に
色
々
な
人

生
経
験
（
学
習
、
職
業
な
ど
）
を

積
み
重
ね
、
様
々
な
知
識
や
技
術

を
お
持
ち
の
地
域
の
方
々
を
募
り
、

指
導
者
・
援
助
者
と
し
て
学
校
を

は
じ
め
団
体
や
地
域
の
要
請
に
応

じ
て
派
遣
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
　１４

年
度
か
ら
指
導
者
を
募
集
し
、
現

在
２
７
９
人
の
方
が
登
録
さ
れ
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
指
導
内
容
は
、
歴
史
と
伝
統
・

文
化
の
伝
承
、
生
産
活
動
、
自
然

体
験
活
動
、
文
化
芸
術
活
動
、
科

学
技
術
の
習
得
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

支
援
、
講
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
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生ごみ分別収集にご協力生ごみ分別収集にご協力をを
　平成９年度からの資源分別収集をさらに推し進め、平成１５年度
からは生ごみの分別収集を開始。生ごみの分別収集は、市が目指
す循環型社会構築の一端を担うもので今年度で５年目になります。
　市民の皆さまのご理解とご協力により、資源分別は順調に推移
しているものの、平成１８年度は生ごみの収集量が若干減少し、
燃えるごみが増加しています。水切りの徹底による減少など色々
な要因はあるかとは思いますが、地区によっては明らかに生ごみ
の出方が減ったような場所もあります。

入札の経緯については、市財政課で閲覧することができます。問い合せ先　市財政課契約管財係　緯鰻１１１１（内線２２３２）

工　　　期指名
業者数

落　札　業　者
予定価格（税込）
落 札 額（税込）

件　　　　名入札月日

Ｈ１９．　２．２７～Ｈ１９．　３．２３２０珂サンワ
１３,９３３,０００
１３,３１４,０００

平成１８年度　適正化事業緑川幹線１号用水路
改修工事

　２．２０
Ｈ１９．　２．２７～Ｈ１９．　３．３０１０禍轟興業

３,４１６,０００
３,３０７,５００

平成１８年度　恵里地区用水路改修工事

Ｈ１９．　２．２７～Ｈ１９．　３．２６１６飯塚電機工業珂
２,３３１,０００
２,２５７,５００

平成１８年度　適正化事業新開排水機場改修工
事

Ｈ１９．　２．２７～Ｈ１９．　３．２６１６
珂九電工　宇城
営業所

２,３３１,０００
２,２５７,５００

平成１８年度　適正化事業走潟南排水機場改修
工事

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　３．３０１３禍森下建設
２,１０９,０００
１,５５４,０００

平成１８年度　三日地区農道改良舗装工事

　３．　６

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　３．３０１１YSK企画
３,６１１,０００
３,４８６,０００

平成１８年度　鶴見塚地区水路改修工事

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　７．　２１４珂飽南産業
１１,５７３,０００
１１,２３５,０００

松原・築籠１号線改良舗装工事

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　５．１０１２牧本技建工業珂
６,２３１,０００
６,０３７,５００

新開・潟中央線舗装工事

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　５．３１１１禍コウセイ開発
４,１１８,０００
３,９９０,０００

赤瀬・駅前線改良舗装工事

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　６．２５１４禍山本建設
９,２２５,０００
９,０３０,０００

清辻・繰巻線改良舗装工事

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　５．２１１１珂成田産業
７,７５８,０００
７,４３４,０００

ウキウキロード打越・岩熊線舗装工事（２工区）

Ｈ１９．　３．１３～Ｈ１９．　５．２１１２珂松本工務店
４,４３０,０００
４,２５２,５００

大曲・住吉堤防線舗装工事

公共工事等入札結果の公表 （単位：円）

問い合せ先　市環境課廃棄物対策係　緯鰻１１１１（内線２８２３）

　資源の分別収集を行うことは、資源の有効

利用は当然のことながら、その最大の目的は、

宇土･富合清掃センターでの焼却量を減らし、

地球温暖化ガス排出の減量による地球環境へ

与える負荷を軽減すること。さらに焼却灰を減らすこ

とによる、最終処分場の延命化にあります。

　そのためには、徹底した分別が必要で、市民の皆さ

まの更なるご理解とご協力を必要とします。

　市では、これまで家庭用生ごみ処理容器及び生ごみ

処理機の購入に際して、購入者に対して補助金の交付

を行ってきましたが、平成１９年度から同補助金の制

度は廃止になりました。今後とも生ごみ分別のご協力

をよろしくお願いします。

生ごみ分別収集の課生ごみ分別収集の課題題 補助金制度を廃止しま補助金制度を廃止しますす
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宇土市生活安全パトロール隊をよく知っていただくために、隊長をはじめ各支部長や活動内容を毎号紹介します。

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル宇土市生活安全パトロール隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部駅前団地支部ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすです亨

こんにちは

問い合せ先　市自治振興課防災交通係　緯鰻１１１１（内線２１５２）

駅前団地支部の活動について

　私たちの防犯活動は毎日です。パトロール隊員は数名ですが、時間に決ま

りはなく、隊員の都合に合わせておこなっています。課題や問題点もいろい

ろありますが、地域のため、子どもたちのために頑張ります。

パトロール活動で気づいたこと

・自転車は左側通行を守ってください。

・夜の自転車の無灯火は危険です。

地域の皆さんへ一言

　地域の皆さまには大変お世話になっております。皆さまのご協力をありが

たく思っています。今後ともよろしくお願いします。　　　　　　隊員一同

駅前団地支部長

吉村　一雄

国民健康保険税

問い合せ先　市保険課国民健康保険係　

　　　　　　緯鰻１１１１（内２１６４・２１６７）

　宇土市の国民健康保険税の計算方法は「３方式」

と呼ばれるもので、『所得割』『被保険者均等割』

『世帯別平等割』の３つの合計が税額になります。

平等割
（１世帯あたり）

均等割
（１人あたり）

所得割　※１

２５,８００円２４,０００円
課税標準額

×９/１００

医
療
分

３,４００円５,７００円

２号被保険者

課税標準額

×０．８５/１００

介
護
分

国保税の計算のしか国保税の計算のしかたた

　医療分（課税上限５６万円※２）と介護分（課税上

限９万円）の合計額が、国民健康保険税の年税額に

なります。

　ただし、４０歳から６４歳までの方（介護保険第２

号被保険者）が世帯にいない場合は、医療分だけの

計算になります。

※１　所得割とは、被保険者の前年中の総所得金額

から基礎控除額（３３万円）を控除した額（課

税標準額）に税率をかけて計算します。

※２　平成１９年度から課税上限が５３万円から５６万

円に引き上げられます。

　世帯の合計所得が一定額以下の世帯は、均等

割、平等割が下記の通り軽減されます。

（所得割は除く）

国保税の軽国保税の軽減減

軽減基準所得（世帯合計所得）区分

３３万円以下７割軽減

３３万円＋（２４万５千円×世帯主を除く
被保険者数）以下

５割軽減

３３万円＋（３５万円×被保険者数）以下２割軽減

納期限を過ぎると・・・　

　督促が行われ、延滞金などを加算されることも

あります。

それでも納めない場合・・・

　通常のものより有効期限が短い『短期被保険者

証』が交付されます。

納期限から１年を過ぎると・・・

　保険証を返還してもらい『被保険者資格証明書』

が交付されます。医療機関では、いったん医療費を

全額自己負担することになります。

　そのほかにも、財産の差押さえなどの処分を受

ける場合があります。

保険税を納めないでいる保険税を納めないでいるとと

注）２割軽減を受けるには申請が必要です。対象世帯
には、通知しますので、通知書記載の期限内に申請

してください。期限後の申請は、受付できませんの

で、ご注意ください。
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　３月９日、市民会館小ホールで市児童・生徒教育表彰式

が行われ、市内小・中学校から推薦された２２人をはじめ

保護者や関係者が出席しました。

　同表彰は、コツコツと地域・学校の為に努力し、平素

の行為が他の模範となる子どもたちに贈られるもの。式

では緒方勇教育委員長が「これからも今まで取り組んで

きた姿勢を持ち続けてほしい」とあいさつし、１人ひと

りに表彰状と記念品を手渡しました。

　表彰を受けた皆さんは次のとおりです。（敬称略）

宇土小６年　谷口翔梧、宇土小６年　近藤慶一、宇土小

６年　佐藤孝彦、宇土小６年　森崎正也、花園小６年　

山崎龍之介、花園小６年　小堀由布子、走潟小６年　田

代丈二、走潟小６年　山下 生、緑川小６年　前田彩絵、

緑川小６年　三輪和海、網津小６年　石本保乃美、網津

小６年　平冨健祐、網田小６年　松田美保子、網田小６

年　西村美咲、宇土東小６年　辻本杏子、宇土東小６年

川島唯、鶴城中３年　桑原優、鶴城中３年　永尾優衣、

住吉中３年　伊藤大輔、住吉中３年　益田沙也加、網田

中３年　舟田竜晟、網田中３年　小山明依

模範となる行動が認められ
蒲市児童・生徒教育表彰式

　３月６日、宇土小学校（浦川司校長）で同校５年生および

その保護者が参加し、子どもへの金銭教育の授業が行われま

した。

　これは、県金融広報アドバイザーの椿久美子さんを外部講

師として招き、お金に対する価値観を子どものころから身に

つけ、欲しい物＝価値のあるものか？を考えることを目的に

行われたものです。

　同校児童や保護者らは、上手なお金の使い方や我慢するこ

との大切さ等を学びました。

お金は大事だよ
蒲子どもへの金銭教育の授業

表彰を受けた小学校の児童（上）と中学校の生徒（下）

タウン　トピックス

真剣な表情で聞く児童たち

　２月２５日、県立劇場で第３回熊本県子ども民俗芸能大会

が開催され、宮庄太鼓保存会の子どもたちが「伝承雨乞い

太鼓」を披露しました。

　同大会は、「学び　守り　伝える　ひのくにの宝物」を

テーマにした熊本県内の子どもたちによる民俗芸能の舞台

公演です。同大会に向けて練習を重ねた同保存会の子ども

たちは、村の宝として受け継いだ伝統ある雨乞い太鼓を笛

や鉦の音とともに披露。一生懸命に演奏する子どもたちの

姿に満員の観客は惜しみない拍手を送っていました。

伝承　雨乞い太鼓を披露
蒲宮庄太鼓保存会が出演

伝統を引き継いでいきます
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タウン　トピックス

心に残る童謡・唱歌
蒲第２回宇土童謡祭
　３月１１日、市民会館で第２回宇土童謡祭が開催されました。

　これは、「心にのこる童謡・唱歌を歌い継ごう」と市民会館

自主文化事業として昨年から行っているものです。

　会場には、家族連れなど約８００人が詰めかけ、特別出演と

してテディ池谷さんが演奏。童謡歌手沖吉けい子さんや卒業

生も含めた鶴城中合唱部、花園小音楽部、花園幼稚園、市民

コーラスグループなどが「みかんの花咲く丘」、「かあさんの

歌」、「てまり唄」など童謡・唱歌を披露しました。

　エンディングでは、テディ池谷さんの演奏で中学生やコー

ラスグループが舞台に並び、会場と一緒に「仰げば尊し」「ふ

るさと」を歌いました。 素晴らしいハーモニーを披露

　３月１６日、宇土大太鼓収蔵館（宮庄町）で轟水源の一

本杉を芸術作品として制作した「千の風」の常設展示お

披露目式が行われました。

　この「千の風」の原形である一本杉は平成１６年の台風

１８号で倒れましたが、幹周り５・５ｍ、高さ３３ｍの樹齢千

年といわれた大木で、日本名水百選の轟水源のシンボル

として、長い間、多くの市民に親しまれていたものです。

　一本杉は、内部が虫食いなどで空洞となっていました

が、彫刻家の本田 貴侶 ・埼玉大学教授が昨年の８月から
たかとも

１０月末までの期間で、根元から３・９ｍを使って腐った

部分をガスバーナーで焼き、チェンソーやノミで立体的

な形に仕上げました。

　作品は３月４日まで熊本市現代美術館の「ＡＲＳ　Ｋ

ＵＭＡＭＯＴＯ展」で展示されていましたが、今後は同

収蔵館で２６基の大太鼓と一緒に保管・展示されます。

宇土に戻ってきた「千の風」
蒲宇土大太鼓収蔵館に常設展示

「千の風」に触

れ、楽しむ轟保

育園の園児たち

除幕式

　３月２１日、網田焼の里資料館（上網田町）で春まつりが開催

され、多くの来館者で賑わいました。

　同まつりでは、同館にある江戸時代の情緒ただよう中園邸で

伝統文化宇土茶・華道子ども教室の皆さんが茶会を開催。子ど

もたちは真剣な表情でお茶を点て、参加者に振舞いました。

　その後、熊本県立装飾古墳館職員による 匂玉 ・古代ネックレ
まがたま

スづくりの体験やキリを使ってヒノキの板に火種をつくり、火

をおこす体験などを行い、来館者は網田の休日を満喫しました。

　同館では、肥後細川藩から拝領した 裃 、武具、日用品など数
かみしも

多くの民俗資料や網田焼の 白磁 ・染付、関係古文書、網田地方
はくじ

の歴史資料などをみることができます。

静かなたたずまいの中で
蒲網田焼の里資料館春まつり

真剣な表情で取り組む子どもたち



平成１９・４（16）

タウン　トピックス
　３月２１日、市保健センターで「うとし介護フェア０７」

が開催され、高齢者など約１００人が参加しました。

　これは、昨年、介護保険法が介護予防や自立支援に重

点を置いた内容に改正されたため、運動や栄養指導など

で要介護状態にならない生活態度などを心がけてもらお

うと開催したものです。

　同フェアでは、「地域の中で認知症や障害があっても生

活し続けるために」をテーマにした「認知症」講演会や

福祉用具の展示、アトラクションとしてタオルを使った

体操やヨガのほか、景雅苑職員らによる寸劇「老後を

 朗期 に変えていこう」などがあり、会場内は参加者の笑
ろうご

いが絶えない明るい雰囲気に包まれました。

要介護状態にならないように
蒲うとし介護フェア０７

介護予防でいつまでも元気に

　３月１７日・１８日、市民体育館で第１６回全日本室内アー

チェリー選手権大会が開催され、全国各地から１３５人が

出場しました。

　同大会は各種大会で年間を通じて上位進出した選手の

みが出場できる大会。宇土市から木下勝美選手（新開町）、

谷口幸夫さん（松山町）、野村光治さん（網津町）、谷口

裕子さん（松山町）、丸目順和さん（松原町）の５人が出

場し、全国トップレベルの選手とともに堂々と競技に臨

んだものの予選敗退となりました。結果は次のとおり。

リカーブ男子優勝　小林史弥（広島県）、同女子優勝　浅

野真弓（佐賀県）、コンパウンド男子優勝　安治直人（鳥

取県）、同女子優勝　橋詰沙織（奈良県）

全国の精鋭が宇土に集結
蒲全日本室内アーチェリー選手権

的に向け、一斉に矢を射る選手たち

お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

宇土レンジャーもマイバッグ

限りある資源を節約しよう
蒲マイバッグ呼びかけキャンペーン
　２月２５日、ジャスコ宇土店でマイバッグ持参呼びかけキャ

ンペーンが行われました。これは、買い物袋持参運動連絡協

議会が主催したもので、今回は、「商工宣隊ウトレンジャー」

も買い物客にマイバッグ持参を呼び掛けるチラシを配布。ウ

トレンジャーは買い物で、レジに「マイバッグ持ってきまし

た」と告げ、買った商品を持参したバッグに詰めていました。

アンケートを実施し、１０６人が回答しました

（１）お買い物にマイバッグを持
参していますか？

１　ほとんど持参している　６人
２　２回に１回くらい持参　　６人
３　たまに持参する　　　  ３２人
４　持参したことがない 　　６２人

（２）（１）の質問で３・４と答えた
方の理由はなぜですか？

１　めんどうだから　　　１５人
２　つい忘れる　　　　　４７人
３　袋を他に利用したいから　２０人
４　レジ袋が無料だから　　６人
５　その他　　　　　　　３６人
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問い合せ先　市立図書館　緯鰻４５１２　ホームページアドレス（http：//www．city．uto．kumamoto．jp/lib/）

図書館からのお知らせ 

子どもの読書週間（４月２３日～５月１２日）
開催イベントのご案内です。

【たのしい絵本展】　テーマ「食について」
　最近、食育が大きな関心や話題となっています。

　本を通して食べ物の大切さをみんなで考えてみませんか。ご

家族、お友だちをお誘いあわせの上、ご来館ください。

【暮らしの器作品展】
　陶芸サークル　すみれ会（代表　山田知章）の作品展です。

　食をより楽しくより美しく演出してくれる器。

　手作りのもつ深みと味わいのある作品をぜひ、ご覧ください。

新 　刊　 案　 内

一　般　図　書
星野　智幸　著植物診断室

アル・ゴア　著不都合な真実

千原　ジュニア　著１４歳

多和田　葉子　著アメリカ－非道の大陸

渡辺　淳一　著鈍感力

Yoshi　著翼の折れた天使たち　星

有川　浩　著図書館危機

綿矢　りさ　著夢を与える

早坂　隆　著世界の日本人ジョーク集

石渡　俊彦　著４０歳からの肉体改造ストレッチ

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館

ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

児　童　図　書
北　彰介　著なんげえはなしっこしかへがな

谷川　俊太郎　著よるのようちえん

フリード・リッヒャール　著赤いおおかみ

ジャネット・ウインター　著バスラの図書館員

村中　季衣　著うんこ日記

山崎　克己　著エイサー！ハーリー

ベアトリー・チュマジーニ　著どろどろ戦争

菊田　まりこ　著いつでも会える　大型版

グスティ　著ハエくん

中井　俊巳　著きっと勇気がわいてくる魔法の言葉３

４月１８日　オレンジのとびら

４月２５日　宇城子ども劇場

５月　２日　ひまわり会

５月　９日　小袖おはなし会

５月１６日　あみつ絵本の会

日時　毎週水曜日　　午後４時～（約３０分）
場所　市立図書館　１階　児童図書室

ー幼児・小学生対象のおはなし会―
えほんのじかん

ー０・１・２歳児対象のおはなし会―
らっこのじかん

４・５月の開催日　４月１７日（火）・５月１５日（火）

日時　毎月第３火曜日
　　　午前１０時３０分～（約２０分）

　　　（休館のときは変更有）

場所　市立図書館　１階　児童図書室

宇土市立図書館

「おはなしボランティア講座」参加者募集！

　市立図書館では読み聞かせのできる人材を育成す

るため下記の３講座を開講いたします。

　絵本やおはなしに関心をお持ちの方、どうぞご参

加ください！

【対象】宇土市にお住まいの方で講座終了後、宇土市内各
地域で活動できる（活動を始めたいと考えている）方。

原則として初心者で、全４回講座受講できる方。

【内容】読み聞かせがもたらすもの・読み聞かせ絵本の選び
方・プログラムの立て方など

【講座日】５/３０・６/６・６/１３・６/２０（すべて水曜日）
【時間】午前１０時～正午
【講師】高野　和佳子氏（絵本とおはなしの店　ぺぺぺぺらん）
【場所】宇土市青少年ホーム　１階　講習室
【定員】３０人　※先着順

講座１ ≪読み聞かせボランティア養成講座（初心者

　向け）全４回≫

【対象】学校や公民館などで読み聞かせを実践している方、
または読み聞かせやおはなし会など関心がある方。

【内容】おはなし会での取り入れ方・手遊びの実技など
【講座日】６/２７（水曜日）
【時間】午前１０時～正午
【講師】高野　和佳子氏（絵本とおはなしの店　ぺぺぺぺらん）
【場所】宇土市青少年ホーム　１階　講習室
【定員】３０人　※先着順

講座２ ≪手遊びとわらべうたの講習会≫

【対象】乳幼児を対象にしたおはなし会を実践している方、
または乳幼児への読み聞かせやおはなし会に関心があ

る方。

【内容】赤ちゃんへの読み聞かせとは・絵本の選び方など
【講座日】７/４（水曜日）
【時間】午前１０時～正午
【講師】高野　和佳子氏（絵本とおはなしの店　ぺぺぺぺらん）
【場所】宇土市立図書館　１階　郷土資料室
【定員】３０人　※先着順

講座３ ≪赤ちゃんのためのおはなし会実技講座≫

費　　用　　全講座　参加費無料
募集締切　　５月１１日（金）
申込・問い合せ先　市立図書館　緯鰻４５１２

―全講座　申込方法―

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆4月23日は子ども読書の日

期日　　　４月２１日（土）～５月９日（水）

展示会場　市立図書館　１階　郷土資料室
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お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す

　
身
体
障
害
者
等
の

方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
（
た
だ
し
、
身

体
障
害
者
が
年
齢
　１８

歳
未
満
の
場
合
、
ま

た
は
精
神
障
害
者
の
場
合
は
、
生

計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
に

よ
っ
て
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
こ
の
と
き
、

障
害
者
１
人
に
つ
き
自
動
車
、
軽

自
動
車
を
通
じ
て
何
れ
か
１
台
に

限
り
ま
す
）。

申
請
場
所
　
市
税
務
課

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の
　
身
体

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ら

び
に
療
育
手
帳
な
ど
、
印
鑑
、
運

転
免
許
証
、
車
検
証

申
請
期
間
　
５
月
　
日
（
木
）

１０

～
５
月
　
日
（
木
）

２４

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
受
付
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
市
税
務
課
課
税
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
３
・

２
１
４
６
）

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
っ
て
、
平
成
　
年
４
月
１
日
か

１９

ら
従
来
の
「
助
役
」
が
「
副
市
長
」

に
移
行
し
、「
収
入
役
」
制
度
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
市
長
に
は
、
太
田
龍
生
前
助

役
が
引
き
続
き
就
任
し
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
役
が
行
っ
て
い
た

市
の
会
計
事
務
は
、
一
般
職
の
職

員
で
あ
る
「
会
計
管
理
者
」
が
行

い
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
総
務
課
行
政
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）

副
市
長
と
会
計
管
理
者
に

つ
い
て

有
害
サ
イ
ト
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
！

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
携
帯
電

話
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

を
介
し
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
等
の

有
害
情
報
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
や
犯

罪
に
あ
う
被
害
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

有
害
情
報
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る 
フ
ィ 

※

ル
タ
リ
ン
グ
（
有
害
サ
イ
ト
ア
ク

セ
ス
制
限
）
が
有
効
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
携
帯
電
話
を
持

た
せ
る
際
に
は
、

こ
の
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

設
定
す
る
と
被
害

に
遭
い
に
く
く
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
契
約
の
携
帯
電

話
会
社
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
等
を
一
定
の
基
準
で
評
価
判

別
し
、
選
択
的
に
排
除
等
す
る

機
能
の
こ
と
。

問
い
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
内
　

生
涯
学
習
課
　
緯
鰻
６
５
０
０

（
内
線
３
１
０
９
）

春 交の 国全 通 安 全 運 動『子どもと高齢者の交通事故防止』

期間　５月１１日（金）から２０日（日）までの１０日間
運動重点
①飲酒運転の根絶

②自転車の安全利用の推進

③後部座席を含むシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底

④夜間外出時における反射材用品等の活用促進

問い合せ先

市自治振興課　防災交通係　緯鰻１１１１　（内線２１５２）

　春の全国交通安全運動が実施されます。

　この運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通

ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、県

民自身による道路交通環境の改善に向けた取組を推進することによ

り、交通事故防止の徹底を図ることを目的とするものです。

　３月１６日、市庁舎で開催された宇土

市交通安全対策会議(会長：田口信夫

市長)で、平成１８年度から２２年度ま

での５年間の宇土市交通安全計画が作

成されました。

　今後、同計画に基づき、具体的な諸

施策を定め、「交通事故のない宇土市を

目指して」

さまざまな

取り組みを

行っていき

ます。

～交通事故年間死者数０人、

　死傷者数３００人以下を目標～
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労労働働保保険険

年年度度更更新新ににつついいててののおお知知ららせせ

　年度更新の申告･納

付の期間は４月１日か

ら５月２１日までとなっ

ていますので、熊本労

働局労働保険徴収室又

は最寄りの労働基準監督署で手続き

を行ってください。また、日本銀行

歳入代理店の金融機関か郵便局でも

申告・納付することができ、５月７

日から５月２１日までは県内各地で集

合受付会を開催しますので、「労働保

険概算・確定保険料申告書」を作成

し集合受付会場で申告してください。

　年度更新手続きを怠りますと、

「国」で保険料を決定するほか、追

徴金が課せられることがありますの

で、期限内の申告・納付をお願いし

ます。

問い合せ先　熊本労働局総務部　労
働保険徴収室　緯０９６（２１１）１７０２

「
父
子
手
当
」
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県ののののののののののののののののののののの最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金をををををををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか熊本県の最低賃金をご存知ですか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
県内の使用者はこの最低賃金により低い賃金で労働者を使用することは出来ません。

適用範囲効力発生日最低賃金額地域別最低賃金
すべての労働者に適用されます。ただし、下
欄の産業別最低賃金に該当する場合は、当該
最低賃金が適用されます。

平成１８年

１０月１日

時間額
熊本県最低賃金 ６１２円

適用範囲効力発生日最低賃金額産業別最低賃金
次に掲げる者を除く。（ただし、熊本県最低賃金は
適用されます）
○１８歳未満または６５歳以上の者
○雇入れ後６月未満の者であって技能習得中のもの
○清掃または片付けの業務に主として従事する者
○「電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・
デバイス製造業」については、上記のほかに手
作業によりまたは手工具もしくは小型動力機を
用いて行う巻線、組線、かしめ、洗浄、取付け、
はんだ付け、バリ取り、選別、検査、包装、袋
詰め、箱詰めまたはこん包の業務に主として従
事する者（これらの業務のうち流れ作業で行う業
務を除く）

平成１２年

１２月２５日

日額時間額
紡績業、ねん糸製造業、織
物業、靴下製造業 ５,１７６

円
６４７
円

平成１８年

１２月１５日

時間額電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品・デバイス製造業６７５円

平成１８年

１２月１５日

時間額自動車・同附属品製造業、船舶製
造・修理業，舶用機関製造業 ７２２円

平成１８年

１２月１５日

時間額
百貨店，総合スーパー ６８０円
※最低賃金は、常用・臨時・パートなどすべての労働者に適用されます。
※最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・深夜手当や賞与、精皆勤手当、通
勤手当、家族手当は含まれません。
※百貨店，総合スーパーとは、衣・食・住にわたる各種の商品を販売する百貨店・デ
パートおよび総合スーパーであって、従業者が常時５０人以上のものをいいます。
　詳細については　熊本労働局　賃金室　緯０９６（３５５）３２０２まで問い合せください。

　
宇
土
市
で
は
平
成
　
年
　
月
か

１８

１０

ら
「
父
子
手
当
」
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方

で
、
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
市
福
祉
課
で
認
定
請
求

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者
　
父
母
の
離
婚
等
に

よ
り
、
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
（
満
　
歳
に
達
す
る

１８

日
以
後
、
最
初
の
３
月
　
日
ま
で

３１

の
間
に
あ
る
方
）
を
養
育
し
て
い

る
父
、
ま
た
は
、
父
が
い
な
い
場

合
等
の
理
由
に
よ
り
、
父
以
外
の

者
が
当
該
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
そ
の
他
市
長
が
特
別
の
状
態
に

あ
る
と
認
め
た
児
童
等

申
請
手
続
き
　
事
前
に
受
給
資
格

や
家
族
状
況
に
つ
い
て
、
面
接

（
聞
き
取
り
）
を
行
い
、
後
日
、

次
の
書
類
を
添
え
て
、
市
福
祉
課

へ
ご
提
出
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

①
認
定
請
求
書
、
②
養
育
費
等
に

関
す
る
申
告
書
、
③
戸
籍
謄
本

④
平
成
　
年
度
所
得
証
明
書
、
⑤

１８

健
康
保
険
証
、
⑥
預
金
通
帳
、
⑦

印
鑑

手
当
額
　
原
則
、
１
世
帯
あ
た
り

月
額
１
０
０
０
０
円

受
付
窓
口
　
市
福
祉
課
子
育
て
支

援
係

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
お
よ
び
、
児
童
扶
養
手

当
の
認
定
を
請
求
で
き
る
方
は
、

父
子
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所

得
に
よ
っ
て
、
父
子
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線

２
８
２
２
）

問い合せ先　市地籍調査課　緯鰻１１１１(内線２３１３)

　E－mail　chiseki01@city.uto.kumamoto.jp

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成11111111119999999999年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度平成19年度ののののののののののの

地地地地地地地地地地籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査がががががががががが始始始始始始始始始始ままままままままままりりりりりりりりりりまままままままままま地籍調査が始まりますすすすすすすすすすす
■地籍調査とは

　地籍とはいわば「土地に関する戸籍」のことです。

　地籍調査とは、一筆ごとの土地について、その所有

者、地番及び地目の調査並びに境界及び地積に関する

測量を行い、その結果を地図及び簿冊に作成し、国の

承認を受け、地籍簿と地籍図を登記所に送付します。

　調査の成果は、土地の売買、土地トラブルの防止、

災害の復旧、各種行政 運営等に活用されます。

■なぜ地籍調査が必要なのか

■地籍調査は、こんなことに役立ちます

◎公共事業の円滑化　◎災害の復旧　◎土地取引の円

滑化　◎まちづくり　◎土地トラブルの未然防止

■平成１９年度　着手予定区域（長浜町・上網田町・下網田町地区の各一部）

長浜町小字　東・西・新地・浜新地・小松・浦・大迫

上網田町小字　浦・小松・竹浦・際崎下・梅岡

下網田町小字　鶴岡・亀崎

　未調査地区においては、現代においても登記所に備

え付けられている地図は、明治時代の地租改正によっ

て作られた地図（公図）をもとにしたもので、土地の

境界や測量が不正確であったりする

場合もあるのが実態です。国土の有

効活用・保全のためには、土地の実

態を正確に把握する地籍調査を実施

する必要があります。
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募
集
・
催
し

　
つ
ど
い
の
広
場
で
は
、
毎
週
月

曜
日
、
各
地
区
公
民
館
に
、
乳
幼

児
向
け
絵
本
や
紙
芝
居
、
楽
し
い

木
の
お
も
ち
ゃ
等
の
出
前
を
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
。

日
時
・
場
所

４
月
　
日
（
月
）
花
園
公
民
館

１６

４
月
　
日
（
月
）
網
田
公
民
館

２３

５
月
７
日
（
月
）
網
津
公
民
館

５
月
　
日
（
月
）
緑
川
公
民
館

１４

※
午
前
　
時
～
　
時
　
分
ま
で
の

１０

１１

３０

都
合
の
よ
い
時
間
に
利
用
で
き

ま
す
。

お
出
か
け「つ

ど
い
の
広
場
」

日
時
　
４
月
　
日
（
月
）

２３

　
　
　
午
前
　
時
～

１０

場
所
　
市
武
道
館

問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
福
祉
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
５
）

平
成　

年
度

１９

　
市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
受
付

け
ま
す
。

※
『
つ
ど
い
の
広
場
』
は
児
童
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
横
）
に
常
設

し
て
い
る
乳
幼
児
用
専
用
子
育

て
ル
ー
ム
で
す
。

問
い
合
せ
先
　
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２

８
１
３
）
つ
ど
い
の
広
場
　
緯
鰻

２
４
０
８

　
宇
城
広
域
消
防
本
部
で
は
、
心

肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
と
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
実
技
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。（
５
月
か

ら
７
月
の
期
間
で
４
回
実
施
し
ま

す
が
、
内
容
は
同
一
で
す
）

期
日
　
５
月
　
日
（
日
）
６
月
３

１３

日
（
日
）
７
月
８
日
（
日
）
７
月

　
日
（
日
）

２２時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
宇
城
広
域
消
防
本
部
２
階

会
議
室

定
員
　
そ
れ
ぞ
れ
　
人（
先
着
順
）

２０

費
用
　
無
料

申
込
　
申
込
は
宇
城
広
域
消
防
本

部
Ｈ
Ｐ
のhttp://www.ukisyob

普
通
救
命
講
習
会
開
催

o.or.jp/

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
記
入
し
、
同
本
部
に

開
催
日
の
　
日
前
ま
で
に
提
出
し

１０

て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
同
本
部

に
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
企
業
や
団
体
で
の
講
習

依
頼
に
つ
い
て
は
、
同
本
部
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

宇
城
広
域
消
防
本

部
救
急
救
助
係
　
緯
鰻
６
２
２
１

　
４
月
に
入
り
、
暖
か
く
な
っ
て

う
と
日
曜
朝
市
も
賑
わ
い
を
み
せ
、

旬
の
野
菜
、
魚
介
類
、
手
作
り
菓

子
、
手
作
り
漬
物
な
ど
品
数
が
豊

富
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
会
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
会
員
一
同

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
日
曜
日
　

　
　
　
午
前
６
時
～
７
時
　
分
３０

場
所
　
宇
土
市
民
会
館
駐
車
場

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
堀
内
信
也

緯
鰻
１
２
２
８

う
と
日
曜
朝
市

新
規
会
員
募
集
中

ゴールデンウィーク
到

着
予

定　今春、宇土マリーナにハワイの古代船ホクレア号が寄

港します。

　ホクレア号は、１月にハワイを出航し、現在ミクロネ

シアを航海しています。当初は、宇土に４月中旬到着予

定でしたが、自然が相手の海の旅のため、航海日程が遅

れており、現在の予定では、５月上旬に到着する予定で

す。

★★★★★★★★★
星と風に守られて
　ホクレア号がやってくる

　ホクレア号が宇土マリーナに寄港期間中、市民と

乗組員との友愛的な交流を行うため、

通訳ボランティアを募集します。

【期間】ホクレア号の寄港期間中

【場所】宇土マリーナ

【活動内容】乗組員と市民の方々との言葉の架け橋

のお手伝い

　詳細は、右記連絡先まで問い合せください。

～通訳ボランティア募集～
　ホクレア号は風とともに日本へ向かってお

りますが、星の海を航海しているため、さら

に日程がずれ込む可能性があります。

　入港日が正式に決定しだい、市ホームペー

ジ等で皆さんに日程の詳細をお知らせします。

問い合せ先　ホクレア号寄港歓迎実行委員会

（市企画情報課）緯鰻１１１１
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宇
土
半
島
の
自
然
と
文
化
に
支

え
ら
れ
、
培
わ
れ
た
伝
統
の
技
か

ら
生
ま
れ
た
工
芸
品
を
一
堂
に
集

め
展
示
即
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
昨
年
、
小
中
学
生
の

見
学
も
あ
っ
た
た
め
、
職
人
の

『
技
』
を
多
く
の
来
場
者
に
見
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
会
員
が

一
日
中
実
演
を
行
い
ま
す
。
ご
家

族
連
れ
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
２
日
（
水
）
～
６
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　
熊
本
県
伝
統
工
芸
館
（
熊

本
市
千
葉
城
町
）

出
展
（
予
定
）【
宇
土
市
】
蒼
土
窯
、

宇
土
半
島

「
和
」
の
職
人
展
開
催

よ
び
｢
硯
制
作
教
室
講
座
｣
と
も

４
人
以
上
の
応
募
が
な
け
れ
ば
開

講
し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
市
商
工
観

光
課
商
工
政
策
係
　
緯
鰻
１
１
１

１
（
内
線
２
３
２
１
）

船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
〜
協
力
の
お
願
い
〜

　
船
場
川
　
年
後
委
員
会
で
は
、

１０

毎
年
船
場
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
季
も
左
記
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
　
日
（
日
）

２９

　
　
　
午
前
７
時
～

集
合
場
所
　
船
場
橋（
め
が
ね
橋
）

清
掃
予
定
　
船
場
橋
か
ら
市
民
体

育
館
ま
で
の
船
場
橋
周
辺

そ
の
他
　
道
具
は
各
自
持
参
し
、

清
掃
が
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ

さ
い
。
ご
み
袋
、
軍
手
は
主
催
者

で
用
意
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
船
場
川
　
年
後
委

１０

員
会
事
務
局（
熊
本
県
青
年
塾
内
）

　
緯
姥
３
２
９
０

文
窯
、
八
八
窯
、
宇
土
張
子
、
小

山
本
手
打
刃
物
、
龍
神
工
房
、
型

染
、
能
面
、
石
井
楽
器
店
、
沼
田

馬
蹄
鉄
【
宇
城
市
三
角
町
】
山
舟

窯
、
中
島
竹
細
工
店
【
宇
城
市
不

知
火
町
】
デ
コ
イ
工
房
、
堀
口
太

鼓
店

問
い
合
せ
先
　
宇
土
半
島
「
和
」

の
職
人
展
実
行
委
員
会
事
務
局
　

蒼
土
窯
　
前
田
和
緯
閏
０
７
７
７

「
お
地
蔵
さ
ん
工
房
講
座
」

指
導
者
　
石
崎
大
徳
氏

定
員
　
８
人

指
導
日
　
５
月
　
日
～
６
月
　
日

２３

２７

　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
１
時
　
分
３０

～
午
後
４
時
（
全
６
回
）

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
石
材
（
２
０
０
０
円
）

道
具
等
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

講
座
第
１
期
生
募
集

「
硯
制
作
教
室
講
座
」

指
導
者
　
小
野
寺
友
吉
氏

定
員
　
７
人

指
導
日
　
５
月
　
日
～
６
月
　
日

２４

２８

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

午
後
４
時
　
分
（
全
６
回
）

３０

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
石
材
・
消
耗
品
代
（
１
５

０
０
円
）

道
具
等
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
　
４
月
　
日
（
月
）

１６

～
　
日
（
水
）（
先
着
順
）

２５
※
｢
お
地
蔵
さ
ん
工
房
講
座
｣
お

市民会館自主文化事業 問い合せ先　市民会館　緯鰻０１８８　胃鰻０１８９

ワートバーグ大学コンサート

米国アイオワ州ワートバーグ大学は１８５２年創設の歴

史のある大学です。年間を通してコンサートに出演し、

毎春ツアーをし、３年ごと、

ワートバーグ大学の５月の

１カ月間にインターナショ

ナルツアーを行っています。

日　時　５月１９日（土）
　　　　午後５時３０分開場　午後６時開演

場　所　市民会館大ホール
入場料　全席自由　一般前売　５００円（当日７００円）
　　　　　　　　　高校生以下無料

プレイガイド　市民会館・カメヤ本店・ショッピン
グセンターピア・宇土シティ・市役

所売店・市役所網津支所・市役所網

田支所

第１４回国際青少年音楽フェスティバルｉｎＵＴＯ

天 草 四 郎

　歴史上例をみない圧制に人間の証と誇り

をかけて立ち上がった島原の人々。

　その先頭に、一人の「少年」がいた。

　天草四郎時貞。「自由」「平等」「愛＝信

仰」の４つの願いと共に―。

日　時　５月２５日（金）
　　　　昼の部　午後１時３０分開場　午後２時開演

　　　　夜の部　午後６時３０分開場　午後７時開演

場　所　市民会館大ホール
入場料　全席自由　前売　一般　２,０００円　高校生以下～小学生１,０００円
　　　　　　　　　当日　一般　２,５００円　高校生以下～小学生１,５００円

プレイガイド　市民会館・カメヤ本店・ショッピングセ
ンターピア・宇土シティ・市役所売店・

市役所網津支所・市役所網田支所

※この催物は未就学児の入場は出来ません。同伴の場合

　は託児室をご利用ください（要予約）。

わらび座がおくる　ミュージカル

～四つの夢の物語～
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THE　“４　R’s”

　Japan　is　famous　for　its　THRIFT（日本は倹約で有名

です）

　倹約というのは、お金や食べ物などだけではなく、ご

みを減らし、リサイクルをすることも倹約につながりま

す。日本では１年に２４,０００,０００,０００本の割りばしが使わ

れています。

　これは１人あたり年間平均で１８５本の割りばしに相当

します。

　下の絵のように、３つのＲがあります。Recycleはリサ

イクル、Reuseは再利用、Reduceは減らすという意味で

す。でも、あと一つのRもありますよ！これは、Refuse。

Refuseは、断るという意味です。

　それでは、ごみを減らし環境を保護するために、今か

ら４R’sの用途を見てみましょう！

相　

談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
、
身
近
な
行
政
相
談

籠
町
）
緯
姥
１
３
６
７

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
　
緯

鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
多
重

債
務
な
ど
の
被
害
の
他
、
消
費
者

被
害
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
行
政
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

宇土市健康づくり農園《つつじヶ丘野菜公園》

問い合せ先
農事組合法人　宇土アグリパーク　緯鰻１６３０（松川）

市農林水産課　農林係　緯鰻１１１１（内線２３１４）

《　農　園　の　利　用　概　要　》

つつじヶ丘農村公園周辺一帯（椿原町）

※市街地が一望できます。
場所

１区画　約３０㎡（約１０坪）総画数　１６０区画利用農園

１区画　年額　１２，０００円（随時受付可：途中受付

の方には相談に応じます）
利用料金

利用農園無料体験のご案内

　
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
　
日
（
水
）・
５
月
９

２５

日
（
水
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
所
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

行
政
相
談
員
　
三
浦
壽
美
子
（
築

期
日
　
４
月
　
日
（
木
）

２６

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階
　
小
会
議
室

相
談
料
　
無
料

相
談
員
　
宇
土
市
在
住
司
法
書
士

問
い
合
せ
先
　
市
商
工
観
光
課
商

工
政
策
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
１
）

収 穫 は 憩 い と 健 康 で す

　自然とのふれあいの中で家族やパートナーあるい

はグループで栽培の楽しさや収穫の喜びを味わいま

せんか鎧つつじヶ丘野菜公園の宇土アグリパークで

は一作（春作・秋作）の無料体験コースを企画しま

したので、奮ってご参加ください。

VOL.８

＋

Recycle

　紙パックやプラスチッ

ク容器の返却

Reuse

マイバッグの利用

Reduce

無駄な買い物をしない

Refuse

過剰包装、割りばし、ビ

ニール袋

コンビニ、スーパー

Recycle

　廃品回収、バザー、フ

リーマーケットの活用

Reuse

　洗剤容器、お風呂の残

り湯の再利用

Reduce

節電、節水

家で

期間　春作　２月中旬

～１１月中旬

　　　秋作　８月中旬

～　３月中旬

受付　順次受付

面積　１区画（約３０愛）
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★　ぴょんぴょんひろば（幼児サークル）　★
　親子で楽しく製作したり、歌ったり、仲良くあそぶ

お友だちづくりのお手伝いをします。

日　時　毎週火曜日の１クラス
　　　　午前１０時～午前１１時

対象者　平成１５年４月２日～平成１７
年４月１日生まれとその保

護者（２０組の１クラス）

平成１９年度児童センターサークル参加者募集

●各サークル申し込みは、４月２１日（土）午前９時から（ぴょんぴょん広場は４月２４日（火）午前９時～）

先着順に受け付けします。（定員になり次第締め切ります。本人または家族以外の方の申し込みは、お断り致します）

●各サークルは５月８日（火）から始まります。

●受講料は３カ月分（３,０００円)を前納してください。

※第１日曜・毎週月曜と金曜日午後・祝日は休館日となりますので、問い合せは休館日以外にお願いします。

★　 ハローフレンズ　 ★
　親子でふれあいながら英会話や歌を一緒に楽しみま

しょう。

日　時　毎週水曜日　午後２時～午後３時
　　　　（第１・３水曜日と第２・４水曜日の２クラス）

対象者　平成１３年４月２日～平成１５年４月１日生ま
　　　　れとその保護者（１５組の２クラス）

受講料　１カ月　５００円

★　たのしく英語そろばん　★
　英語の読み上げそろばんで計算します。脳をパワー

アップし、集中力を養います。

日　時　毎週土曜日　午前１０時～午前１１時
　　　　（第１・３土曜日クラスと第２・４土曜日クラス

の２クラス）

対象者　小学生２０人の２クラス
受講料　１カ月　５００円

★　ジョイ・ストリート　★
　子どもたちに大人気のストリートダンスを楽しみます。

日　時　毎月第２・４土曜日　午前９時～午前１０時３０分
対象者　小学生２０人の１クラス
受講料　１カ月　５００円

問い合せ先　市児童センター　緯姥３３０３

児童センターはいつも頑張る子のファンです。 児童センターはいつも頑張る子のファンです。 

★　 手 芸 ･ 手 遊 び　 ★
　編物やビーズやフェルトなどの手作りをしましょう。

日　時　毎月第２・４土曜日　午後１時３０分～午後３時
対象者　小学生　１５人
受講料　１カ月　５００円

★　 リ ト ミ ッ ク　 ★
　ピアノの演奏に合わせて親子でリトミックを楽しみ

ましょう。音楽を通しての親子の触れ合い、音楽、楽

器を習う前のファーストステップです。

日　時　毎月第２・４金曜日　午前１０時～午前１１時
対象者　平成１５年４月２日～平成１７年４月１日生ま

れとその保護者（１５組の１クラス）

受講料　１カ月　５００円

児童センターに遊びに行こう

１０：００　わくわくゲーム大会

　　　　（ゲーム参加者先着３００人に豪華プレ

ゼント）

１１：００　ちょんかけ体験コーナー

１１：３０　食バザータイム

　　　　《かき氷･ポップコーン》

１３：００　おじゃめ体験コーナー

１４：００　映画会

１６：００　終了

こどもの日は今年も児童センターで鎧

こどもわくわくまつり開催

日時　５月５日（こどもの日）　
　　　午前１０時～午後４時

場所　児童センター全館

市児童センターどんぐりくらぶ
会　員　募　集

「どんぐりくらぶ」って？

○子どもたちと楽しむ遠足・子育て

サークル・もちつき会

○子どもたちの安全を考えての公園点

検・交通安全の啓発

○子育て講演会

○児童センターの催し物の手伝い

○会員親睦を目的とした手芸・料理教室などを会員で話し

合いながら企画運営しているボランティア団体です。

　子どもたちが年齢、校区枠を超えて楽しく遊ぶ姿を見な

がら、会員がたくさんの情報交換ができることが魅力で

す。ぜひ、一緒に活動しましょう！

★ ０歳から１８歳までのお子様をお持ちの方が対象となっ

ています。

※年会費１,０００円

　（別に保険料として、大人１９０円・小人１８０円）

※ 児童センター事務室にて随時手続きしています。
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
ク
ラ
ブ

Ａ
Ｇ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
だ
れ
で
も
、
楽
し
め
る
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
。
４
月
か
ら
指
導
者
を
配

置
し
て
練
習
し
ま
す
の
で
、
初
心

者
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま

す
。
心
地
よ
い
汗
を
一
緒
に
流
し

ま
せ
ん
か
。
団
塊
世
代
、
大
歓
迎
。

活
動
曜
日
　
毎
週
月
・
金
曜
日

活
動
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

活
動
場
所
　
市
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

指
導
者
　
熊
本
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
強
化
委
員
長
　
吉
永
栄
治

そ
の
他
　
年
齢
・
男
女
問
わ
ず

問
い
合
せ
先
　
緯
鰻
３
５
３
４

（
中
村
）

社
交
ダ
ン
ス

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
社
交
ダ
ン
ス
を
初
め
て
す
る
方

で
も
マ
ン
ボ
、
ジ
ル
バ
、
キ
ュ
ー

バ
ル
ン
バ
、
タ
ン
ゴ
、
ワ
ル
ツ
等

が
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う
懇
切
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昼
の
部
　

日
時
　
毎
週
火
曜
日
（
月
４
回
）

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
　
中
央
公
民
館
分
館
（
市
民

会
館
裏
）
初
日
は
５
月
８
日

夜
の
部
　

期
日　

毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
）

　
　
　
午
後
８
時
～
　
時
１０

場
所
　
中
央
公
民
館
分
館
（
市
民

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

宇
土
第
１
団
本
部
　
鏡
　
昭
二
　

緯
鰻
０
３
０
７
ま
た
は
田
尻
清
孝

緯
鰻
１
１
１
１
（
宇
土
市
役
所
内
）

た
ち
が
元
気
よ
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ

い
。

練
習
日
　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

時
間
　
午
後
６
時
～
８
時

場
所
　
市
武
道
館

会
費
　
月
２
０
０
０
円
（
兄
弟
等

で
参
加
す
る
場
合
は
割
引
あ
り
）

問
い
合
せ
先
　
緯
０
９
０
（
４
３

５
８
）
３
５
７
８
（
改
働
）

宇
土
剣
道
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
心
技
体
を
鍛
え
る
日
本
古
来
の

武
道「
剣
道
」。
週
３
回
、
子
ど
も

会
館
裏
）
初
日
は
５
月
７
日

※
昼
の
部
、
夜
の
部
と
週
２
回
の

レ
ッ
ス
ン
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
宇
土
社
交
ダ
ン
ス
愛

好
会
（
橘
明
子
）
緯
姥
５
０
８
６

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宇
土
第
１
団

で
は
、
随
時
ス
カ
ウ
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
６
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
入
隊

で
き
ま
す
。

　
ス
カ
ウ
ト
活
動
は
、
毎
月
１
～

２
回
程
度
で
、
週
末
を
利
用
し
て

行
い
ま
す
。
活
動
場
所
は
、
基
本

的
に
宇
土
市
を
中
心
と
す
る
エ
リ

ア
で
す
。

　
夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
春
秋
は
野
山

を
歩
き
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
自
然
へ
の
感
謝
の
心
を
育
て
ま

す
。
ま
た
、
社
会
奉
仕
活
動
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
奉
仕
の
精
神
を

養
う
と
と
も
に
、
仲
間
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
、
お
互
い
に
尊
重

し
あ
う
心
を
育
み
ま
す
。

　
ス
カ
ウ
ト
の
年
齢
に
応
じ
て
隊

編
成
が
な
さ
れ
、
年
齢
に
応
じ
た

ス
カ
ウ
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
見

学
（
体
験
）
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
リ
ー
ダ
ー
も
募
集
し

熊
本
県
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
お
よ

び
自
立
の
促
進
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
「
手

話
通
訳
者
」
を
養
成
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

入
門
講
座　

期
日
　
４
月
　
日
～
７
月
　
日
　

１９

２６

　
　
　
毎
週
木
曜
日
（
　
日
間
）

１５

基
礎
講
座
本
コ
ー
ス
（
入
門
講
座

を
終
え
た
方
が
対
象
）

期
日
　
９
月
６
日
～
平
成
　
年
３

２０

月
　
日
　
毎
週
木
曜
日（
　
日
間
）

２７

２６

会
場
　
宇
城
市
松
橋
公
民
館

時
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

４５

４５

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
約

３
０
０
０
円
程
度
必
要
で
す
）

受
講
者
資
格
　
原
則
と
し
て
高
等

学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、

手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
が
可
能

な
方
　

申
込
　
受
講
申
込
は
当
日
会
場
で

行
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　（
財
）
熊
本
県
ろ

う
者
福
祉
協
会
　
緯
０
９
６
（
３

８
３
）
５
５
８
７

内　容
　オープニング・和太鼓演奏、餅投げ

　体験コーナー・（屋外）ちくわとパンを焼こう

　　　　　　　　　　　　木片でトントン

　　　　　　　　（屋内）和菓子作り・バルーンアート

　　　　　　　　　　　　スライム作り・作って遊ぼう

　その他・日用品バザー、食バザー、ビンゴゲーム

　　　　　沖縄民芸エーサーなど

入場料　無料（一部体験コーナーで要材料費）
問い合せ先　うきうき子どもフェスティバル実行委員会
　　　　　　（宇城子ども劇場）　緯姥３１３８

～遊ぶ力は・生きる力…感動　体験～

日時　４月２２日（日）

　　　（雨天決行）

　　　午前１０時～午後２時

場所　市武道館（予定）

第８回うきうき子どもフェスティバル
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宇
土
市
民
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

「
も
っ
こ
す
元
気
な
愛
」

上
映
会
の
お
知
ら
せ

　
熊
本
市
在
住
・
倉
田
哲
也
さ
ん

を
主
人
公
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画「
も
っ
こ
す
元
気
な
愛
」。

　
倉
田
さ
ん
は
養
護
学
校
を
卒
業

後
、
作
業
所
の
代
表
を
務
め
、
仲

間
や
支
援
の
方
々
の
先
頭
に
立
ち
、

障
害
者
も
健
常
者
も
と
も
に
働
け

る
街
づ
く
り
に
長
年
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
　
日
（
日
）

２７

　
　
　
午
後
１
時
（
開
場
）

場
所
　
宇
土
市
民
会
館

入
場
料
　
前
売
り
券
１
０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券
　
１
２
０
０
円

問
い
合
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
城

き
ぼ
う
の
家
　
緯
荏
５
９
４
８

第　

回
市
内
小
・
中
学
校

１４

学
年
別
剣
道
大
会

　
３
月
　
日
　
網
津
小
体
育
館
で

１７

第
　
回
小
・
中
学
校
学
年
別
剣
道

１４
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
の
一
環
で
、
青
少
年
の

健
全
育
成
や
非
行
防
止
等
を
目
的

と
し
て
、
宇
城
地
区
保
護
司
会
宇

土
支
部
・
市
剣
道
連
盟
が
主
催
す

る
も
の
で
す
。

　
大
会
で
は
、
市
内
小
・
中
学
生

　
人
の
剣
士
に
よ
る
白
熱
し
た
個

６０人
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
学
年
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
２
年
以
下
の
部

　
宮
田
　
虎
太
郎
（
宇
土
剣
）

小
学
３
年
の
部
　

　
　
改
働
　
愛
　
　（
宇
土
剣
）

小
学
４
年
の
部
　
　

　
　
浜
田
　
力
弥
　
（
網
田
剣
）

小
学
５
年
の
部
　

　
　
立
川
　
千
尋
　（
自
修
館
）

小
学
６
年
の
部
　

　
　
丸
山
　
祐
作
　
（
花
園
小
）

中
学
１
年
男
子
の
部

　
　
立
川
　
雄
也
　（
自
修
館
）

中
学
２
年
男
子
の
部

　
　
村
山
　
亮
太
郎
（
鶴
城
中
）

中
学
女
子
の
部

　
　
元
田
　
美
代
子
（
鶴
城
中
）

　
亡
母
　
　
榮
子
　
　
　（
八
三
）

▽
上
　網
　田
　町
　　　　
吉
田
　
葛
枝

　
亡
夫
　
　
正
年
　
　
　（
九
二
）

▽
神
　
馬
　
町
　
　
田
上
　
幸
人

　
亡
母
　
　
ハ
ツ
エ
　
（
一
〇
〇
）

▽
定
　
府
　
町
　
　
宮
田
　
正
喜

　
亡
長
男
　
哲
男
　
　
　
（
四
二
）

▽
網
　
引
　
町
　
　
北
村
　
唯
代

　
亡
母
　
　
坂
口
ハ
ジ
メ（
九
四
）

▽
網
　
引
　
町
　
　
野
口
　
孝
一

　
亡
父
　
　
初
徳
　
　
　（
八
〇
）

▽
住
　
吉
　
町
　
　
牧
本
　
一
郎

　
亡
妻
　
　
ナ
ミ
エ
　
　
（
八
四
）

▽
松
　
山
　
町
　
　
内
田
　
利
光

　
亡
父
　
　
卯
三
郎
　
　（
九
三
）

▽
網
　
津
　
町
　
　
河
野
　
勝
幸

　
亡
母
　
　
チ
ヨ
　
　
　
（
八
七
）

▽
下
　網
　田
　町
　
　
中
川
　
浩
房

　
亡
父
　
　
次
雄
　
　
　（
七
四
）

▽
網
　
引
　
町
　
　
木
村
　
和
芳

　
亡
父
　
　
政
則
　
　
　
（
八
〇
）

▽
栗
　
崎
　
町
　
　
山
口
ニ
チ
子

　
亡
夫
　
　
穆
　
　
　
　
（
七
四
）

▽
戸
　
口
　
町
　
　
大
田
　
信
孝

　
亡
義
母
　
利
子
　
　
　（
八
一
）

▽
松
　
山
　
町
　
　
中
島
　
敏
子

　
亡
夫
　
　
忠
敏
　
　
　
（
八
二
）

▽
網
　
引
　
町
　
　
髙
嶋
　
朝
清

　
亡
妻
　
　
マ
ツ
子
　
　（
九
二
）

▽
下
　網
　田
　町
　
　
中
野
　
安
子

　
亡
夫
　
　
隆
之
　
　
　
（
七
六
）

▽
椿
　
原
　
町
　
　
中
村
シ
ズ
代

　
亡
夫
　
　
諭
　
　
　
　（
八
六
）

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。
 

（
敬
称
略
）

▽
花
　
園
　
町
　
　
米
田
テ
ツ
子

　
亡
夫
　
　
秋
生
　
　
　（
八
三
）

▽
栄
　
　
　
町
　
　
栗
﨑
　
市
子

　
亡
夫
　
　
光
髙
　
　
　（
八
八
）

▽
新
町
二
丁
目
　
　
芳
井
　
昭
平

　
亡
父
　
　
登
喜
志
　
　（
八
九
）

▽
入
　
地
　
町
　
　
仁
科
　
ト
シ

　
亡
夫
　
　
有
治
　
　
　（
九
〇
）

▽
網
　
津
　
町
　
　
平
原
　
隆
之

　
亡
父
　
　
精
二
　
　
　（
五
四
）

▽
松
　
山
　
町
　
　
穐
月
　
清
勝

香
典
返
し

日
時
　
６
月
３
日（
日
）　
午
前
８

時
～
（
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト
）

場
所
　
見
上
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料
金
　

①
メ
ン
バ
ー
：
メ
ン
バ
ー
料
金

②
う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
：

８
０
０
０
円

③
ビ
ジ
タ
ー
：
９
０
０
０
円

（
す
べ
て
食
事
、
飲
み
物
付
）

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
申
込
時

に
納
金
し
て
く
だ
さ
い
）

定
員
　
予
定
組
数
　
組
（
１
６
０
人
）

４０

申
込
受
付
　
４
月
　
日
（
月
）

１６

～
５
月
　
日
（
金
）（
先
着
順
）

２５

申
込
方
法
　
別
紙
申
し
込
み
用
紙

に
て
、
宇
土
市
体
育
協
会
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。（
胃
又
は
持
参
で
お

願
い
し
ま
す
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
不
可
）

申
込
場
所
　
宇
土
市
体
育
協
会

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
緯
姥
３

４
７
２
　
胃
姥
５
１
４
８

宇土城「お城まつり」

第２回

期日　４月２９日（日）午前１０時～午後５時

会場　西岡台特設会場ほか

　このイベントは史跡宇土城（西岡台、国指定史跡）は、

市民の皆さんに「歴史・文化・環境」

の重要性を感じさせる場所であり、

これらを改めて感じていただくこと

を目的として、平成１８年から実施

しています。（主催：独里ごつの会）

特設ステージ

・独里ごつ新喜劇「宇土黄門」

・文化の薫るまちづくりサ

ポーターの劇「天草四郎」

・エレキ民謡集

・ストリートダンス

・○×クイズ　ほか

テントコーナー

・射的ゲーム

・ダーツゲーム

・スーパーボールすくい

・バザー（うどん、おはぎ、山菜

おこわ、たこやき、ドリンク）

その他

・一坪茶室の展示とお茶会

・グラウンドゴルフ大会
問い合せ先

花熊本県青年塾　緯姥３２９０
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第　

回
宇
土
市

１１
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会

　
３
月
４
日
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
。 円
円
円
円
 （
敬
称
略
）

ラ
リ
ー
戦
優
勝
　
佐
方
政
憲
、
上

田
静
子
、
塚
崎
康
子
、
西
村
純
子
、

田
中
隆
男
、
森
下
キ
ヌ
ヨ
　
準
優

勝
　
今
村
都
紀
子
、
草
場
憲
治
、

前
田
寿
子
、
橘
エ
ミ
子
、
田
端
澄

代
、
佐
方
千
香
子

Ｂ
Ｔ
試
合
優
勝
　
野
村
保
幸
、
小

第
３
回

松
永
杯
争
奪
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
３
月
４
日（
日
）、
市
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
３
回
松
永
杯
争

奪
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

優
勝
　
下
松
山
選
抜
Ａ

２
位
　
佐
野
ペ
タ
ン
ク
組
合
Ａ
　

優勝した下松山選抜Ａチームの皆さん

林
淑
二
、
磯
田
洋
子
、
松
本
良
子
、

村
田
よ
し
子
、
村
田
節
子
　
準
優

勝　

今
村
敏
子
、
湯
野
房
子
、
井

嶋
正
造
、
高
橋
信
子
、
江
口
エ
ツ

子
、
村
山
洋
子

交
通
安
全
母
の
会
（
市
地
域
婦
人

会
連
絡
協
議
会
）
白
線
引
き
運
動

　
毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

市
内
７
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
市
交
通
安
全
母
の
会
　（
会

長
　
吉
川
満
璃
子
）
の
皆
さ
ん
が
、

『
交
通
事
故
０
の
願
い
を
込
め
て
』

白
線
引
き
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
各
家
庭
の
出
入
り
口

等
に
白
い
ペ
ン
キ
で
白
線
を
引
き
、

一
旦
停
止
の
注
意
を
促
す
こ
と
で

宇
土
市
か
ら
１
件
で
も
交
通
事
故

を
減
ら
し
た
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

章
し
ま
し
た
。

　
浦
上
さ
ん
は
昭
和
　
年
に
宇
土

１４

郡
花
園
尋
常
高
等
小
学
校
で
教
職

に
つ
き
、
以
来
、
県
内
各
地
の
小

中
学
校
で
勤
務
し
た
の
ち
、
昭
和

　
年
に
網
津
小
校
長
を
最
後
に
定

５３年
退
職
し
ま
し
た
。

　
教
職
時
代
は
、
責
任
感
が
強
く
、

研
究
心
旺
盛
な
教
育
者
と
し
て
児

童
、
生
徒
に
慕
わ
れ
、
ま
た
、
地

域
住
民
の
人
望
も
厚
く
教
育
に
情

熱
を
注
い
だ
人
間
性
豊
か
な
教
育

者
で
し
た
。
退
職
後
の
昭
和
　
年
５８

か
ら
昭
和
　
年
ま
で
は
地
元
佐
野

６２

区
の
嘱
託
員
と
し
て
地
域
の
発
展

に
多
く
の
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
に
あ
た
り
「
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
章
に
恥
じ
な
い
よ

う
健
康
に
留
意
し
、
日
々
、
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

おめでとうございます

先祖、先輩方のおかげで受賞できましたと話す保存会の皆さん

瑞
寶
雙
光
章
を
受
章

　
こ
の
ほ
ど
、
浦
上
徹
夫
さ
ん

（
花
園
町
）
が
瑞
寶
雙
光
章
を
受

これからもお元気で楽しんでください

日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
審

判
員
功
労
賞
を
受
賞

　
こ
の
ほ
ど
、
伊
豫
恵
さ
ん
（
岩

古
曽
町
）
が
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連
合
審
判
員
功
労
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
昭
和
　５２

年
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
始

め
、
宇
土
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

役
員
と
し
て
普
及
啓
発
に
努
め
な

が
ら
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
、　

歳
を
迎
え
た
伊
豫
さ

９１

ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

く
ま
も
と県

民
文
化
賞
を
受
賞

　
３
月
　
日
、
椿
原
太
鼓
保
存
会

１９

交通事故に遭いませんように

（
上
野
司
会
長
）
が
平
成
　
年
度

１８

「
く
ま
も
と
県
民
文
化
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
賞
は
地
域
の
文

化
振
興
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ

た
も
の
に
対
し
、
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
同
保
存
会
で
は
、
昭
和
　
年
か

４８

ら
３
年
に
１
度
行
っ
て
い
る
椿
原

八
幡
宮
大
祭
で
の
太
鼓
奉
納
や
、

宇
土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
地
域
一
体
と
な
っ
て
伝
統

芸
能
の
継
承
に
尽
力
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
に
な
り

ま
し
た
。

　
上
野
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地

域
一
丸
と
な
っ
て
伝
統
を
引
き
継

い
で
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
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熊本県立宇土高等学校
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３

緯鰻００４３　胃鰻４７５３

ＨＰ  http://www.higo.ed.jp/sh/utohs/

mail　uto@bears.ed.jp

▲卒業証書授与
　福嶋秀一校長から

卒業生総代山田雄太さんへ

　３月１日　宇土高校体育館で第５９回卒業証

書授与式を行い、３２０人の卒業生が慣れ親し

んだ学び舎をあとにしました。

未来へ羽ばたけ　宇土高生！

▲１２箇年皆勤表彰
　石原理紗さん

▲答辞を終えて
　田中美也子さん

▲

在校生総代送辞
　山田康裕さん

行 事 予 定
　４月３０日（休）宇土高校吹奏楽部第５回演奏会

　　場所：宇土市民会館　
　　開場：１４時　開演：１４時３０分～

５月１２日（土）ＰＴＡ総会

５月１９日（土）第８７回体育祭

▲退場
両親、学校に感謝をこめて

ＥＭネットワーク

　ＥＭ活性液とは、ＥＭ原液を水で溶いた糖蜜等で培養したものです。ＥＭ原液

は、菌が眠った状態なので活発な活動はしませんが、糖蜜等で培養することに

よって活性化し、菌が活発に活動し始めます。通常、ＥＭ原液からは、その１００

倍の量の活性液をつくることができるとされています。

ＥＭ活性液

ＥＭの環境浄化効果は、原液ではなく、活性液にして使用することで発揮されるのです。

　宇土ライオンズクラブでは、ＥＭを利用したまちづくりを応援しています。

問い合せ先　宇土ライオンズクラブ　事務局　緯鰻０５９３

　市民の皆さんに「ＥＭ活性液（５００ｍｌ×５００本）」を無料で

配布します。

　日　時：平成１９年４月２９日（日）午前８時～
　場　所：船場川眼鏡橋横（船場川クリーン作戦終了後）
※　そのまま使えますので、まずは使ってみてください。

ＥＭネットワーＥＭネットワークク

船場川クリーン作戦で
ＥＭ団子を投入
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次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
 円
円
円
円
円
円
円
 （
敬
称
略
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

▽
江
田
絹
子
（
宇
城
市
不
知
火
町
）

　
金
一
封

宇
土
市
内
七
小
学
校
児
童
の
読
書

奨
励
の
た
め
に

▽
 宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
図
書
文
庫

宇
土
小
学
校
に

▽
宇
土
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
一
基

芝
光
苑
に

▽
宇
土
市
商
工
会
女
性
部

　
金
一
封
、
踊
り
等
訪
問

商工会女性部の１６
人が踊りで訪問

　
４
月
２
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
平
成
　
年
度
の
教
職
員
辞
令
交

１９

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
市
立
幼
稚
園
を
含
む

　
人
の
先
生
た
ち
に
辞
令
が
交
付

４９さ
れ
、
緒
方
勇
教
育
委
員
長
が

「
先
生
方
の
個
性
と
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
田
口

信
夫
市
長
は
「
宇
土
市
の
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

地
域
・
行
政
・
学
校
が
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
先
生
方
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
教
職
員
異
動
で

１８

市
内
の
各
小
・
中
学
校
に
赴
任
し

た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
　
　
）
は
前
任
校
等

【
校
長
転
入
】

▼
宇
土
東
小（
富
合
小
）　
宇
野
哲

博【
教
頭
転
入
】

▼
網
田
小（
三
角
小
）　
中
村
克
巳

▼
宇
土
東
小（
小
野
部
田
小
）　
森

良
二

【
教
諭
転
入
・
転
補
】

▼
宇
土
小
（（
菊
）
戸
崎
小
）　
津

志
田
善
史
▽（
中
央
小
）　
吉
村
宗

小学校の先生たち

教
職
員
紹
介

建
建
建
建
建
建
建
建

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

典
▽
（（
天
）
湯
島
中
）　
村
上
歌

奈
子
▽
（（
天
）
湯
島
中
）　
坂
本

光
士
郎
▽（
豊
田
小
）　
木
村
和
美

▽
（
海
東
小
）　
前
畑
博
美
▽
（
当

尾
小
）　
上
田
香
代
子
▽
（
豊
福

小
）　
橋
本
悦
子
▽
（
中
央
小
）　

池
田
潔
▽（
砥
用
小
）　
生
田
宏
一

▼
花
園
小
（（
県
）
知
事
部
局
）　

上
塚
穣
二
▽（
豊
川
小
）　
白
川
千

春
▽
（
住
吉
中
）　
田
中
正
樹
▽

（
中
央
小
）　
藤
芳
幸
子

▼
走
潟
小
（（
上
）
白
旗
小
）　
中

嶋
利
彦

▼
緑
川
小
（（
天
）
上
小
）　
村
田

真
紀
▽
（
宇
土
小
）　
杉
洋
子
▽

（
宇
土
小
）　
池
田
耕
三

▼
網
津
小
（（
天
）
上
北
小
）　
中

川
圭
介

▼
網
田
小（
松
橋
中
）　
冨
田
孝
司

▽
（
富
合
小
）　
野
田
直
子
▽

（（
球
）
黒
肥
地
小
）　
長
谷
さ
お

り▼
宇
土
東
小（
宇
土
小
）　
高
木
賢

治
▽
（（
上
）
小
坂
小
）　
富
永
繁

己
▽
（
杉
上
小
）　
佐
藤
文
雄

▼
鶴
城
中（
下
城
南
中
）　
村
上
こ

ず
え
▽
（（
玉
）
横
島
小
）　
北
岡

慎
久
▽（
網
田
中
）　
湧
澄
和
美
▽

（（
上
）
清
和
中
）　
井
上
淳
一
▽

（
三
角
中
）　
鋤
崎
良
二
▽
（
不
知

火
中
）　
鬼
塚
朋
美
▽
（
富
合
中
）

本
村
ゆ
か
り
▽（
松
橋
中
）　
竹
原

勝
矢

▼
住
吉
中
（（
天
）
大
矢
野
中
）　

田
中
良
典
▽
（（
菊
）
西
合
志
南

中
）　
岩
下
倫
裕
▽
（
（
鹿
）
菊
鹿

中
）
　
宮
田
豊
子
▽
（
鶴
城
中
）
　

福
冨
涼
子

▼
網
田
中
（
小
川
中
）　
石
川
純
子

▽
（
豊
野
中
）　
正
代
孝
信
▽

（
（
球
）
錦
中
）
　
山
田
美
佳

【
養
護
教
諭
転
入
】

▼
鶴
城
中
（
三
角
中
）
中
松
裕
子

【
事
務
職
員
転
入
・
転
補
】

▼
花
園
小
（
住
吉
中
）　
濱
田
智
行

▼
住
吉
中
（
三
角
中
）
　
白
井
敬

中学校の先生たち

教
職
員
辞
令
交
付
式
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《
人
事
異
動
》

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事

異
動
を
実
施
。
係
長
以
上
の
異
動

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
　
　
）
は
前
職

【
部
長
職
】

▽
総
務
企
画
部
長
（
総
務
企
画
部
首

席
審
議
員
）
山
本
孝
敏

▽
健
康
福
祉
部
長
（
審
議
員
兼
健
康

福
祉
部
福
祉
課
長
）
朽
木
義
一

▽
経
済
部
長
（
審
議
員
兼
建
設
部
水

道
課
長
）
園
村
良
一

▽
建
設
部
長
（
審
議
員
兼
建
設
部
下

水
道
課
長
）
馬
場
洋

▽
首
席
審
議
員
兼
議
会
事
務
局
長

（
審
議
員
兼
議
会
事
務
局
長
）
山
内

清
人

▽
首
席
審
議
員
兼
上
天
草
・
宇
城

水
道
企
業
団
へ
派
遣
（
審
議
員
兼
経

済
部
農
林
水
産
課
長
）
岩
村
時
男

【
審
議
員
（
課
長
）
職
】

▽
審
議
員
兼
市
民
環
境
部
市
民
課

長
（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
）
小
沢

憲
一

▽
審
議
員
兼
経
済
部
商
工
観
光
課

長
（
審
議
員
兼
市
民
環
境
部
環
境
課

長
）
平
山
修
一

▽
審
議
員
兼
建
設
部
都
市
計
画
課

長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
長
）
久
多

見
良
三

▽
審
議
員
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
）
福

島
勝
己

▽
審
議
員
兼
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
）
境
幸
次
郎

【
課
長
職
】

▽
市
民
環
境
部
環
境
課
長
（
健
康

福
祉
部
保
険
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険

係
長
）
前
田
保
幸

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
（
健
康

福
祉
部
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
係

長
）
那
須
大
和

▽
経
済
部
農
林
水
産
課
長
（
経
済

部
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
耕
地
係

長
）
米
村
信
也

▽
経
済
部
企
業
誘
致
課
長
（
宇
城

広
域
消
防
衛
生
施
設
組
合
派
遣
）
西

本
孝
一

▽
建
設
部
土
木
課
長
（
建
設
部
都
市

計
画
課
長
補
佐
兼
都
市
整
備
係
長
）

西
村
清
敬

▽
建
設
部
下
水
道
課
長
（
建
設
部

下
水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
濱

松
武
敏

▽
建
設
部
水
道
課
長
（
建
設
部
水
道

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
）
野
添
秀

勝▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
経
済

部
企
業
誘
致
課
長
）
本
田
浩
二

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事

（
宇
土
市
立
網
田
小
学
校
教
頭
）
井

上
正
広

【
課
長
補
佐
職
】

▽
総
務
企
画
部
総
務
課
長
補
佐
兼

行
政
係
長
（
総
務
企
画
部
総
務
課
主

幹
兼
行
政
係
長
）
中
川
玲
子

▽
経
済
部
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼

水
産
係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
文
化
振
興
課
長
補
佐
兼
文
化
財

係
長
）
船
田
貞
明

▽
建
設
部
土
木
課
長
補
佐
兼
維
持

管
理
係
長
（
経
済
部
農
林
水
産
課
長

補
佐
兼
水
産
係
長
）
新
樹
秀
一

▽
建
設
部
土
木
課
長
補
佐
兼
工
事

係
長
（
建
設
部
土
木
課
長
補
佐
兼
維

持
管
理
係
長
）
中
島
隆
一

▽
建
設
部
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼

都
市
整
備
係
長
（
建
設
部
下
水
道
課

主
幹
兼
建
設
係
長
）
小
山
亨

▽
建
設
部
下
水
道
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補

佐
兼
次
長
）
坂
本
純
至

▽
議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
次
長
兼

議
事
係
長
（
経
済
部
商
工
観
光
課
主

幹
兼
商
工
振
興
係
長
）
山
本
和
彦

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
文

化
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
文
化
係

長
兼
市
史
編
纂
室
長
（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
文
化
振
興
課
長
補
佐

兼
市
民
文
化
係
長
）
木
下
洋
介

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
文

化
振
興
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長

（
建
設
部
工
事
検
査
課
長
補
佐
兼
工

事
検
査
係
長
）
松
下
敏
親

【
係
長
職
】

▽
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
主
幹

兼
企
画
政
策
係
長
（
議
会
事
務
局
主

幹
兼
議
事
係
長
）
石
本
尚
志

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
主
幹
兼
市

民
年
金
係
長
（
市
民
環
境
部
税
務
課

主
幹
兼
収
納
係
長
）
小
山
郁
郎

▽
市
民
環
境
部
税
務
課
主
幹
兼
収

納
係
長
（
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課

主
幹
兼
企
画
政
策
係
長
）
佐
美
三

洋▽
市
民
環
境
部
環
境
課
主
幹
兼
環

境
政
策
係
長
（
教
育
委
員
会
中
央
公

民
館
主
幹
兼
次
長
）
松
永
ホ
シ
子

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
兼
福

祉
係
長
（
市
民
環
境
部
環
境
課
主
幹

兼
環
境
政
策
係
長
）
田
尻
清
孝

▽
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
兼
介

護
保
険
係
長
（
宇
城
広
域
連
合
派

遣
）
宮
下
喬

▽
経
済
部
農
林
水
産
課
主
幹
兼
耕

地
係
長
（
網
田
支
所
主
幹
兼
次
長
）

島
村
彰
一

▽
経
済
部
商
工
観
光
課
主
幹
兼
商

工
政
策
係
長
（
経
済
部
農
林
水
産
課

農
林
係
参
事
）
舟
田
武
弘

▽
建
設
部
工
事
検
査
課
主
幹
兼
工

事
検
査
係
長
（
経
済
部
地
籍
調
査
課

主
幹
兼
地
籍
調
査
係
長
）
沼
田
誠

▽
建
設
部
下
水
道
課
主
幹
兼
建
設

係
長
（
建
設
部
土
木
課
主
幹
兼
工
事

係
長
）
尾
崎
洋
一

▽
建
設
部
水
道
課
主
幹
兼
庶
務
係

長
（
市
民
環
境
部
税
務
課
主
幹
兼
庶

務
係
長
）
山
本
保
廣

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
次

長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
文

化
振
興
課
主
幹
兼
市
史
編
纂
室
長
）

上
塚
浩

▽
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
主
幹

兼
次
長
（
網
津
支
所
主
幹
兼
次
長
）

沼
田
幸
子

　
な
お
、
正
式
な
職
名
の
末
尾
に

つ
く
「
事
務
取
扱
」
に
つ
い
て
は
、

省
略
し
て
い
ま
す
。

組
織
の
見
直
し

・
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
係
と

年
金
係
を
統
合
→
市
民
年
金
係

・
市
民
環
境
部
税
務
課
収
納
係
と

庶
務
係
を
統
合
→
収
納
係

・
経
済
部
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査

係
と
地
籍
管
理
係
を
統
合
→
地

籍
係

・
建
設
部
水
道
課
管
理
係
と
建
設

係
を
統
合
→
管
理
建
設
係

※
そ
の
ほ
か
、
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
を
名
称
変
更
し
て
商
工

政
策
係
、
網
田
支
所
及
び
網
津

支
所
の
次
長
職
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。

閉
庁
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
か
ら
、
職
員
の
勤
務

時
間
の
変
更
に
伴
い
、
市
役
所
・

支
所
等
の
閉
庁
時
間
が
午
後
５
時

　
分
か
ら
午
後
５
時
　
分
に
変
更

１５

３０

に
な
り
ま
し
た
。
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公 共 交 通 機 関公 共 交 通 機 関 をを

利 用 し ま し ょ利 用 し ま し ょ うう

《春《春》》

新生活のスタート

　入学・就職の時

期になり、新生活

をスタートされた

方も多いのではな

いでしょうか。

　JRを利用すれば、宇土駅から熊本駅

まで１２分、網田駅から宇土駅まで２０分

と渋滞を考える必要はありません。

　また、定期券を購入すれば、運賃もお

得です。時間もお金も得する公共交通機

関をあなたも利用しませんか。

わ
友だちの

Ｑ．お仕事は？

Ａ．市役所の近くでラーメン屋を営

んでいます。

Ｑ．趣味は？

Ａ．週１の釣り。たまにゴルフ。

Ｑ．将来の夢は？

Ａ．２号店、３号店を…

Ｑ．今、一番やりたいことは？

Ａ．ゆっくり旅をしたい

Ｑ．理想のタイプは？

　　（芸能人でいうと…）

Ａ．井川遥さん

Ｑ．「伝えたい一言」とその相手は？

Ａ．（店の）常連さんへ

　　いつもありがとうございます。

Ｑ．次は誰を？

Ａ．松下哲治さんを 太田黒栄力さん

（網津町）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

「
別
の
見
方
」

岸
　
信
子
　
卯

　
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ら
、
有
名
な

バ
レ
リ
ー
ナ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
バ
レ
エ
は
大

好
き
な
の
で
、
手
を
休
め
て
見
て

い
る
と
、
そ
の
人
は
、
カ
メ
ラ
の

前
で
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
を
脱
い
で
、

素
足
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
衝
撃
で
し
た
。

　
親
指
は
完
全
に
変
形
し
、
爪
は

ぼ
ろ
ぼ
ろ
。
小
指
の
爪
は
真
っ
黒

で
す
。
足
の
甲
に
は
、
黒
ず
ん
だ

硬
い
た
こ
が
何
箇
所
も
で
き
て
い

ま
す
。

　「
汚
い
で
し
ょ
？
」
と
、
彼
女

は
言
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
人
前
で
、
と
て
も
靴

は
脱
げ
ま
せ
ん
よ
ね
」
と
、
笑
っ

て
い
ま
す
。

　
確
か
に
彼
女
の
足
は
、
お
世
辞

に
も
き
れ
い
と
は
言
え
な
い
も
の

で
し
た
。
で
も
、
私
は
、
テ
レ
ビ

に
大
き
く
映
し
出
さ
れ
た
彼
女
の

素
足
を
見
つ
め
な
が
ら
、
立
派
だ

な
ぁ
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
見
方
が
で
き
た
ら
い
い

な
ぁ
！
と
思
い
ま
す
。
人
に
対
し

て
も
、
自
分
自
身
に
対
し
て
も
。

　
以
前
、「
顔
は
未
来
の
自
分
を
語

る
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　「
笑
っ
た
顔
に
は
明
る
い
幸
せ

な
未
来
が
、
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ
し

た
よ
う
な
険
し
い
顔
を
し
て
い
れ

ば
、
不
幸
な
未
来
が
や
っ
て
く
る
。

今
の
顔
が
自
分
の
未
来
を
語
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
」
と
。

　
い
つ
も
笑
っ
て
、
笑
い
じ
わ
を

顔
に
刻
み
な
が
ら
、
年
を
重
ね
て

い
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
が
も
っ
と
年
を

取
っ
た
時
、
深
く
刻
ま
れ
た
し
わ

の
中
に
、
尊
い
価
値
を
見
出
す
こ

と
の
で
き
る
人
に
な
っ
て
い
た
い

と
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

　
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
表
面
的

な
も
の
に
と
ら
わ
れ
な
い
 別
の

見
方
の
出
来
る
人
に
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
な
…
…
そ
ん
な
生
き
方

が
し
た
い
で
す
。

　
毎
日
毎
日
、
何
年
も
何
年
も
…

こ
の
人
は
こ
れ
ま
で
、
い
っ
た
い

ど
れ
く
ら
い
の
練
習
を
重
ね
て
き

た
ん
だ
ろ
う
…
…
本
当
に
す
ご
い

な
ぁ
…
…
と
。

　
彼
女
の
足
は
、供
き
れ
い
僑
供
汚

い
僑と
い
う
基
準
だ
け
で
見
れ
ば
、

供
汚
い
僑
も
の
で
す
。

　
で
も
、
一
見
汚
い
と
思
え
る
も

の
で
も
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、

汚
い
も
の
の
中
に
、
違
っ
た
価
値

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
先
日
、
私
は
、
自
分
の
足
に

供
ち
り
め
ん
じ
わ
僑
を
発
見
し
て
、

ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。

　
年
を
取
れ
ば
取
る
ほ
ど
、
こ
う

し
て
 し
わ
は
増
え
、
し
み
は
濃

く
な
り
、
髪
は
薄
く
な
り
、
美
し

さ
か
ら
は
、
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　
で
も
、『
老
い
』
を
、供
美
し
い
僑

供
醜
い

僑
と
い
っ
た
表
面
的
で
単

純
な
見
方
で
は
な
い
 も
っ
と
別

の
見
方
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

そ
こ
に
は
、
全
く
違
っ
た
価
値
が

見
出
せ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
子
宝
母
さ
ん
の
子
育
て
日
記
」
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申込・問い合せ先　市保健センター　緯鰻２３００

追加申し込みを受け付けています。

　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を

行っています。赤ちゃんから高齢者の方まで、ど

なたでもお気軽にご利用ください。

受付時間　午前９～１１時
　　　　　（事前に電話での予約が必要です）

内　　容　身体測定、体脂肪測定、栄養相談など
その他、健康に関することで相談したいことがあ

る方はご相談ください。

健康相談をご利用ください

記事に関する問い合せは、市保健センター　緯鰻２３００まで

日曜・祝日当番医

電　話病・医院名月　日

２３－５５５８近藤クリニック（松山町）
　４．２２

２３－２３４１もろが整形外科医院（旭町）

２２－０３２４上野小児科医院（城之浦町）
　４．２９

２２－１０８１くまもと心療病院（松山町）

２３－６５５５松田内科循環器科クリニック（三拾町）
　４．３０

２２－０１０８高浜医院（城之浦町）

２２－０２４１尾崎医院（本町１）
　５．　３

２２－０８７３吉田耳鼻咽喉科医院（浦田町）

２２－３６９２本多胃腸科内科医院（浦田町）
　５．　４

２２－６０００ 野整形外科（高柳町）

２２－１６００宇土中央クリニック（浦田町）
　５．　５

２７－１６１６小田医院（上網田町）

２２―００１７金森医院（旭町）
　５．　６

２２－０５２４宇土産婦人科医院（栄町）

２２―０５５５七川医院（浦田町）
　５．１３

５８―１４１１やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）

（診療時間：午前９時～午後５時）

健康カレンダー

対象・その他受付時間場所内　容月　日

妊　婦
午前１０時
　～１０時１５分

市
保
健
セ
ン
タ
ー

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

毎　週
火曜日

１６年３月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　４．１９

１９年２月生まれ
午前　９時１５分
　～　９時３０分

すくすく学級　４．２５

１８年１月生まれ
午前　９時
　～　９時１５分

幼児歯科教室　５．　７

１７年１０月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

１歳６カ月児
健康診査

　５．　９

１９年１月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３カ月児
健康診査

　５．１０

１７年４月生まれ
午前　９時
　～　９時１５分

ぴかぴか教室　５．１７

１８年１０月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

６カ月児
健康診査

　５．１７

※０１２３親子の広場は、４月２１日に利用できます。

会場期日

保健センター４／１３（金）～２４（火）

網津多目的研修会施設４／２５（水）

保健センター４／２６（木）

網津多目的研修会施設４／２７（金）

保健センター４／２８（土）

保健センター５／１１（金）

保健センター５／１９（土）

個人負担金
検診項目

７０歳以上４０～６９歳

無　料１,３００円基本健診

５００円１,４００円胃がん検診

２００円５００円大腸がん検診

３００円１,０００円腹部超音波検診

２００円５００円肺がん検診

３,７３０円
子宮がん検診
（女性のみ）

超音波
４０歳未満　１,２００円
４０～６９歳　　７００円
７０歳以上　　３００円

マンモグラフィー
１方向　　　１,０００円
２方向　　　１,５００円

乳がん検診
（女性のみ）

対象者受付時間場所期日

接種日時点
で生後３カ
月～７歳半
未満の方

１３：１０～

１４：２０

診察は１３：３０か

らになります

市
保
健
セ
ン
タ
ー

４月２５日（水）

４月２７日（金）

５月　８日（火）

５月１５日（火）

５月２９日（火）

できるだけ３カ月～１歳半の間の体調の良い時に

受けましょう。

当日は、問診票・母子手帳・必要な場合は委任状

をご持参ください。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程平成１９年度　ポリオ予防接種日程表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
ポリオ予防接種を下記の通り実施します。

日程 連続する表記は土・日曜日を含んでいます

平成１９年度複合検診を実施中です
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市
の
木

き
ん
も
く
せ
い

市
の
花

あ
じ
さ
い

市
の
鳥

メ
ジ
ロ

人口

心ゆたかな環境創造の宇土市

平成１９年４月１日現在

高齢者　あなたのマナーで防ぐ事故

市の交通事故発生件数
 １月１日から  ３月３１日まで平成
１９年

平成
１９年

６２１０２３１０

　３８，５０１人　（－１０７人）

　１８，４３１人　（－　６４人）

　２０，０７０人　（－　４３人）

　１３，３９３世帯（－　　４世帯）

（　）内は前月比

発生件数　　５５件（－　　３件）

死　者　数　　０人（－　　１人）

負傷者数　　８６人（＋　１１人）

（　）内は前年
毅

比

市 の う ご き

　
平
成
　
年
度
の
市
内
小
・
中
学

１８

校
の
卒
業
生
は
８
５
１
人
（
小
学

校
：
４
２
０
人
、
中
学
校
：
４
３

１
人
）。
中
学
校
は
３
月
　
日
に
、

１３

小
学
校
は
　
日
に
卒
業
式
が
行
わ

２３

れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
た
鶴
城

５８

中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
荒
木
茂

校
長
が
卒
業
生
３
２
３
人
に
対
し
、

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡

市
小
・
中
学
校
卒
業

市
小
・
中
学
校
卒
業
式式

し
「
咲
か
せ
る
努
力
を
惜
し
ま
ず

に
い
か
な
る
困
難
に
出
会
っ
て
も

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
道

を
邁
進
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
永
尾
優
衣

さ
ん
が
３
年
間
を
振
り
返
り
な
が

ら
「
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
違
う

道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、
鶴
城

中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず

歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
答
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宇
土
東
小
学
校

で
は
、
保
護
者
や
在
校
生

に
見
送
ら
れ
　
人
が
卒
業
。

６８

　
岩
村
秀
雄
校
長
が
「
皆

さ
ん
は
、
家
族
や
先
生
、

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら

も
心
身
と
も
に
健
康
で
い

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。

　
ま
た
、
田
口
信
夫
市
長

が
「
中
学
校
で
は
、
得
意

分
野
を
伸
ば
し
て
い
け
る

環
境
が
あ
り
ま
す
。
東
小

で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
を

新
た
な
る
旅
立
ち

新
た
な
る
旅
立
ち
へへ

持
っ
て
中
学
生
活
を
思
う
存
分
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
在
校
生
が
卒
業
を
祝
う

と
共
に
別
れ
を
惜
し
み
、
ま
た
、

卒
業
生
も
思
い
出
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
校
歌
な
ど
合
唱
し
、
恩
師

や
学
び
舎
と
の
別
れ
に
涙
し
ま
し

た
。

思いでいっぱいの学校との別れ

卒業証書を受け取る児童たち

担任の先生に導かれ入場

　
表
紙
の
写
真
は
立
岡
自
然
公
園

の
約
２
０
０
０
本
の
桜
を
見
に
来

て
い
た
仲
良
し
姉
妹
で
す
。

　
こ
の
桜
の
季
節
に
は
、
県
内
外

か
ら
「
立
岡
の
桜
は
ど
ぎ
ゃ
ん
だ

ろ
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
合
せ
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　
県
下
で
も
有
名
な
桜
の
名
所
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
散
歩
し
た

り
、
仲
間
と
集
ま
っ
て
お
弁
当
を

広
げ
て
ゆ
っ
く
り
と
桜
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
毎
年
、
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
皆

さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
の

時
期
を
陰
で
支
え
て
い
る
方
々
。

　
毎
年
、
２
月
頃
か
ら
、
桜
を
観

に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
心
地
よ

い
気
持
ち
で
過
ご
し
て
も
ら
お
う

と
花
園
地
区
婦
人
会
や
地
域
住
民

ら
が
清
掃
活
動
や
桜
の
手
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
支
え
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
桜
が

観
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
花
見
に
は
団
子
や
お
酒
は
絶
対

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
存
分
に
楽

し
ん
だ
後
は
、「
来
た
時
よ
り
も
美

し
く
」
の
精
神
で
お
片
づ
け
も
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　【
５
】


